
萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉

サ
ボ
ー
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
ナ

１
．
は
じ
め
に

萬
造
寺
齊
「
牢
屋
―
―
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」（『
太
陽
』
大
正
八
年
四
月
）

で
は
、
親
と
そ
の
〈
家
〉
に
含
ま
れ
て
い
る
す
べ
て
の
祖
先
（「
死
人
」）
に
「
背

負
わ
さ
れ
た
重
荷
」
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
す
る
青
年
の
煩
悶
や
苦
闘
が
描
か
れ

て
い
る
。
大
正
初
期
に
東
京
の
私
立
大
学
の
文
学
部
で
教
育
を
受
け
た
主
人
公
の

こ
の
争
い
は
い
わ
ゆ
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
保
守
主
義
〉
の
対
立
と
し
て
も
解

釈
で
き
よ
う
。「
近
代
的
自
我
と
は
、
自
己
の
意
志
を
貫
い
て
主
体
的
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
間
、
近
代
的
な
個
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
人
間
が
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た

内
面
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、
封
建
的
な
家
に
反
発
す
る
人

物
の
な
か
に
見
出
さ
れ
て
き
た
。」）

1
（

と
生
方
智
子
は
述
べ
て
い
る
が
、
萬
造
寺
の
主

人
公
は
ま
さ
し
く
こ
の
「
封
建
的
な
家
」
へ
の
「
反
発
」
に
よ
っ
て
発
狂
し
て
し

ま
う
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、
萬
造
寺
の
「
牢
屋
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
問

題
は
こ
の
反
発
に
限
ら
ず
、
様
々
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
主
人
公
の
神
経

衰
弱
の
原
因
は
〈
家
〉
か
ら
の
重
圧
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
主
人

公
の
心
の
底
の
、
人
間
に
は
未
知
の
力
に
よ
る
か
。
主
人
公
が
重
圧
を
受
け
て
い

る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
〈
家
〉
そ
の
も
の
か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
〈
家
〉
の
期

待
を
内
面
化
し
て
し
ま
っ
た
自
分
自
身
か
ら
な
の
か
。
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の

〈
家
〉
を
失
っ
た
近
代
人
は
行
く
べ
き
道
を
自
分
の
力
で
見
つ
け
ら
れ
る
か
。

吉
田
精
一
は
日
露
戦
争
後
の
自
然
主
義
文
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

現
実
に
注
目
す
る
結
果
と
し
て
は
、﹇
…
﹈
家
族
制
度
と
個
人
主
義
の
問
題
、

家
と
個
人
の
自
我
と
の
対
立
、
矛
盾
と
い
う
こ
と
が
最
高
の
問
題
に
な
っ
て

き
て
、
こ
れ
が
戦
後
の
新
し
い
文
学
の
中
心
的
な
内
容
に
な
り
ま
し
た）

2
（

。

な
お
、
萬
造
寺
は
こ
の
「
家
と
個
人
の
自
我
と
の
対
立
」
を
自
然
主
義
的
リ
ア

リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
当
時
時
代
遅
れ
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
ロ
マ
ン
主

義
的
な
立
場
か
ら
「
強
い
情
熱
に
充
ち
溢
れ
て
」）

3
（

描
い
て
い
る
。
萬
造
寺
の
こ
の

作
品
に
は
そ
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
立
場
以
外
に
も
時
代
遅
れ
と
さ
れ
た
点
が
多
数

あ
り
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
テ
ー
マ
選
択
に
つ
い
て
「
考
へ
古
さ
れ
た
問
題
」
で

あ
り
、「
凡
て
が
常
識
的
で
あ
る
」
と
い
う
批
判）

4
（

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

一



と
同
時
に
、
本
作
品
を
一
九
一
〇
年
代
の
新
進
作
家
た
ち
の
「
犯
罪
・
変
態
性
欲

な
ど
を
題
材
と
し
た
〈
異
常
心
理
も
の
〉
の
ブ
ー
ム
」
作
品
の
一
つ
と
し
て
示
す

意
見）

5
（

も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
萬
造
寺
齊
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
表
象
と
〈
狂
気
〉
の

機
能
の
分
析
を
試
み
る
上
で
、
作
品
の
こ
の
よ
う
な
過
渡
性
に
つ
い
て
も
そ
の
狂

気
観
を
焦
点
に
し
て
論
じ
た
い
。
文
学
作
品
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
明
治
期
と
大
正

期
、
戦
間
期
的
特
徴
を
同
時
に
見
て
取
れ
る
萬
造
寺
の
「
牢
屋
」
は
、〈
狂
気
〉
の

文
学
的
表
象
を
理
解
す
る
点
で
興
味
深
い
一
例
だ
と
思
わ
れ
る
。

２
．　

作
家
紹
介
、
書
誌
、
先
行
研
究

２
．
１
．
作
家
紹
介）

6
（

萬
造
寺
齊
（
一
八
八
六
〜
一
九
五
七
）
は
主
に
歌
人
と
し
て
活
躍
し
、『
明
星
』

や
『
ス
バ
ル
』
に
歌
が
掲
載
さ
れ
た
。
不
遇
な
一
生
を
送
り
、
名
前
は
広
く
世
に

知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
堀
口
大
学
に
よ
る
「
若
き
短
歌
実
作
者
の
第
一
人
者
」）

7
（

や
佐
藤
春
夫
に
よ
る
「
こ
れ
を
白
秋
啄
木
の
下
に
見
て
ゐ
た
往
年
の
己
の
目
の
低

さ
愚
か
さ
を
自
ら
愧
づ
る
」）

8
（

と
い
う
高
評
価
も
見
ら
れ
る
。
佐
藤
春
夫
は
文
壇
史

の
対
談）

9
（

で
萬
造
寺
の
こ
と
を
「
運
の
悪
い
人
で
ね
、﹇
…
﹈
東
京
に
踏
み
留
ま
っ

て
い
れ
ば
必
ず
何
事
か
を
し
た
人
で
す
け
れ
ど
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。
濱
田
幸
男

は
「
万
造
寺
齊
の
文
学
」
で
「
彼
は
十
年
も
時
代
が
ず
れ
て
い
る
と
酷
評
さ
れ
た

ほ
ど
、
古
い
時
代
の
浪
漫
主
義
を
信
奉
し
、
実
に
純
粋
で
あ
っ
た
」）

10
（

と
も
述
べ
て

い
る
。

萬
造
寺
齊
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
七
月
二
九
日
、
鹿
児
島
県
串
木
野
市

羽
島
に
生
ま
れ
、
一
九
歳
の
時
か
ら
茅
峰
（
ち
み
ね
）
と
い
う
筆
名
で
『
明
星
』

に
詩
を
投
稿
し
始
め
、
与
謝
野
鉄
幹
に
師
事
す
る
。
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年

に
上
京
し
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
科
に
入
学
し
た
。
東
京
で
は
「
新
詩
社
」
の

中
心
人
物
の
一
人
に
な
り
、『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』
に
次
々
と
詩
を
投
稿
し
、『
ス

バ
ル
』
の
校
正
、
編
集
に
も
参
加
し
た
。
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
か
ら
は
詩

歌
の
み
な
ら
ず
、
小
説
、
翻
訳
等
も
次
々
と
発
表
し
た
。『
ス
バ
ル
』
が
終
刊
後
、

与
謝
野
鉄
幹
、
森
鷗
外
の
援
助
を
得
て
『
ス
バ
ル
』
の
後
継
誌
だ
と
思
わ
れ
る
『
我

等
』（
大
正
三
年
一
月
〜
一
一
月
）
を
自
己
資
金
で
創
刊
し
た
。
大
正
一
〇
（
一
九

二
一
）
年
、
京
都
に
移
り
、
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
二
年
ま
で
の
三
年
間
は
萬
造

寺
の
一
生
の
中
で
最
も
生
産
的
な
時
期
と
な
り
、
約
千
首
の
歌
と
十
数
編
の
長
詩

を
作
る
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
大
谷
大
系
と
京
都
府
師
範
系
の
門
人
を
主

軸
と
し
『
街
道
』
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
、
主
宰
し
た
。
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）

年
に
、
旧
知
の
改
造
社
社
長
山
本
実
彦
か
ら
新
万
葉
集
選
者
の
依
頼
が
あ
っ
た
が
、

自
分
が
時
代
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
萬
造
寺
は
「
私
が
選
ん
だ
こ

と
で
売
れ
な
か
っ
た
ら
申
し
訳
な
い
」
と
辞
退
し
た
。
昭
和
一
六(

一
九
四
一)

年

五
月
に
『
街
道
』
の
一
〇
周
年
記
念
号
を
刊
行
し
、
こ
の
頃
は
『
街
道
』
の
最
盛

期
だ
と
い
え
る
。
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
、
時
局
緊
迫
の
た
め
『
街
道
』
が

廃
刊
さ
れ
、
萬
造
寺
は
機
関
誌
を
失
う
。
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
七
月
九
日

に
永
眠
す
る
。

著
者
生
前
に
出
版
さ
れ
た
萬
造
寺
齊
の
著
書
は
次
の
六
冊
で
あ
る
。『
颱
風
』（
大

正
八
年
）（
小
説
集
）、『
憧
憬
と
漂
泊
』（
大
正
一
三
年
）（
歌
集
）、『
蒼
波
集
』（
昭

和
七
年
）（
歌
集
）、『
樹
海
』（
昭
和
八
年
）（
合
同
歌
集
）、『
山
嶽
頌
』（
昭
和
一

一
年
）（
歌
集
）、『
春
を
待
ち
つ
つ
』（
昭
和
二
八
年
）（
随
筆
集
）。

二

サ
ボ
ー
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
ナ



没
後
の
昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
か
ら
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
か
け
て
萬

造
寺
斉
顕
彰
会
に
よ
っ
て
『
萬
造
寺
齊
選
集
』
全
一
〇
巻
が
刊
行
さ
れ
、
昭
和
三

九
（
一
九
六
四
）
年
に
再
刊
さ
れ
た
。
序
文
は
佐
藤
春
夫
、
吉
田
精
一
、
堀
口
大

学
、
矢
野
峰
人
等
に
よ
る
。
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
四
月
に
は
、
大
正
一
〇
（
一

九
二
一
）
年
一
〇
月
か
ら
翌
一
一
（
一
九
二
二
）
年
六
月
の
間
『
鹿
児
島
南
日
本

新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
長
編
小
説
『
緑
の
国
へ
』
が
書
籍
化
さ
れ
た
。

２
．
２
．
書
誌
、
先
行
研
究

「
牢
屋
―
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」
は
大
正
八 

（
一
九
一
九
）
年
四
月
、
雑
誌

『
太
陽
』
に
発
表
さ
れ
、
の
ち
、「
牢
屋
―
或
青
年
の
妄
想
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

『
颱
風
』（
天
佑
社
、
大
正
八
年
一
〇
月
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で

は
「
牢
屋
」
の
本
文
引
用
は
、
初
出
の
「
牢
屋
―
―
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」（『
太

陽
』
大
正
八
年
四
月
）
に
拠
る
が
、
改
稿
後
の
本
文
も
参
照
し
、
論
旨
に
関
わ
る

異
同
に
つ
い
て
は
適
宜
言
及
す
る
。

「
牢
屋
」
は
萬
造
寺
の
作
品
の
中
で
は
比
較
的
に
文
壇
の
反
響
を
呼
ん
だ
作
品
で

は
あ
る
が
、
毀
誉
褒
貶
が
激
し
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
萬
造
寺
の
ス
タ
イ
ル
が
同
時
代
の
文
壇
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
主
義
の
影
響
が
強
い
当
時
の
文
壇
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
性
の
高
い
萬
造
寺
の
作
品
は
「
偽
物
」）

11
（

、「
故わ

ざ意
と
ら
し
い
、
つ
く
り
物
」
で
あ

り
、「﹇
発
狂
す
る
﹈
原
因
が
す
で
に
曖
昧
で
あ
り
、
す
で
に
必
然
性
に
希
薄
で
あ

る
。
そ
の
結
果
が
故
意
と
ら
し
く
、
不
自
然
で
あ
る
」）

12
（

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
そ

れ
に
、
作
品
の
一
部
が
主
人
公
と
「
不
死
の
霊
」
の
会
話
で
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
構
成
も
「
主
人
公
の
心
内
の
苦
し
み
を
、
対
話
体
で
説
明
し
た
点
は
実
感
か

ら
遠
ざ
か
り
過
ぎ
て
ゐ
る
」）

13
（

や
、「『
あ
の
男
』
を
使
つ
て
問
答
を
さ
せ
る
所
の
如

き
は
、
西
洋
の
作
品
な
ど
に
は
ま
ゝ
見
掛
け
る
が
、
ど
う
も
危
な
ッ
か
し
い
」）

14
（

の

よ
う
に
批
判
さ
れ
た
。
当
時
の
文
壇
で
〈
家
〉
の
中
の
関
係
性
を
描
く
と
い
う
主

題
は
流
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「『
父
と
子
』
の
問
題
は
、
当
分
日
本
人
の
間

に
多
く
の
悲
劇
を
生
む
だ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。
此
の
作
品
な
ど
も
、﹇
…
﹈
主
題
の

点
に
於
い
て
、
考
へ
さ
せ
る
事
多
き
作
品
で
あ
る
」）

15
（

や
、「﹇
父
親
と
子
と
の
﹈
葛

藤
に
は
、
興
味
の
あ
る
問
題
を
示
し
て
は
ゐ
る
」）

16
（

の
よ
う
に
主
題
の
価
値
を
認
め

る
声
は
あ
っ
た
が
、
一
方
で
「
考
へ
古
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
凡
て
が
常
識
的
で

あ
る
」）

17
（

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
最
も
強
く
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
萬
造
寺
の

ス
タ
イ
ル
の
主
情
性
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
感
想
が
多
﹇
い
﹈」）

18
（

、「
価
値
の
な
い

感
想
が
、
無
暗
に
誇
張
さ
れ
て
書
き
並
べ
て
あ
る
」）

19
（

、「
或
思
想
感
情
を
取
扱
つ
た

﹇
…
﹈
変
な
傾
向
小
説
」）

20
（

の
よ
う
な
評
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
江
口
渙）

21
（

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

強
い
情
熱
に
充
ち
溢
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
点
に
於
い
て
、
萬
造
寺
君
の
作
風
は
、

と
か
く
理
智
に
傾
き
勝
ち
な
現
文
壇
に
於
い
て
、
た
し
か
に
別
種
な
独
自
の

境
地
を
持
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

江
口
渙
の
好
意
的
評
価
に
よ
れ
ば
、
萬
造
寺
の
作
品
の
長
所
は
「
そ
の
中
に
示

さ
れ
た
作
者
の
真
面
目
な
態
度
で
あ
る
。
そ
の
態
度
か
ら
自
然
に
流
れ
出
た
熱
と

力
と
で
あ
る
。
然
も
今
の
文
壇
に
於
い
て
最
も
乏
し
い
も
の
は
こ
の
熱
と
力
と
で

あ
る
」。

「
牢
屋
」
を
含
む
『
颱
風
』
と
い
う
小
説
集
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
天
佑

三

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



社
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
が
、
文
壇
は
黙
殺
し
た
。
以
降
、「
牢
屋
」
を
扱
っ
て
い

る
論
文
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。

３
．
あ
ら
す
じ

本
作
は
二
四
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
〈
私
〉（
一
郎
）
に
よ
る
一
人
称
語
り
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
故
郷
に
「
帰
つ
て
き
て
か
ら
も
う
一
年
の
余
に
な
る
」
一
郎
に

と
っ
て
は
世
界
の
す
べ
て
が
つ
ま
ら
な
く
思
わ
れ
、
そ
の
語
り
は
自
分
を
何
も
楽

し
め
な
い
、
何
も
し
て
い
な
い
、
何
も
で
き
な
い
人
間
と
し
て
提
示
す
る
。

一
郎
の
父
親
は
「
最
も
尊
重
し
て
ゐ
る
家
の
名
を
挙
げ
る
」
た
め
に
、
息
子
に

教
育
を
与
え
よ
う
と
し
、
朝
か
ら
晩
ま
で
農
業
に
力
を
注
ぎ
、
息
子
の
「
学
費
の

不
足
を
補
ふ
為
に
、
祖
先
伝
来
の
田
地
を
少
し
づ
つ
売
り
さ
へ
し
た
」。
一
郎
は
小

学
校
の
時
か
ら
不
注
意
だ
っ
た
が
、
父
親
は
息
子
が
地
方
の
役
所
の
内
務
部
長
に

な
る
こ
と
を
望
み
、
高
等
学
校
の
法
科
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
一
郎
は
入
学
試
験

を
二
度
落
ち
、
父
親
と
相
談
せ
ず
に
或
る
東
京
の
私
立
大
学
の
文
科
に
入
っ
た
。

父
親
は
そ
れ
で
も
学
資
を
送
っ
て
い
た
が
、
一
郎
は
そ
れ
を
酒
色
に
使
っ
て
し
ま
っ

た
。
結
局
、
父
親
は
学
資
の
送
金
を
止
め
、
一
郎
は
四
年
ぶ
り
に
何
も
成
功
せ
ず

に
故
郷
へ
戻
る
こ
と
と
な
る
。
実
家
で
は
父
親
に
無
視
さ
れ
て
お
り
、
一
郎
は
そ

の
無
言
の
裏
に
、
父
親
が
自
分
を
「
世
間
を
歩
く
資
格
の
あ
る
人
間
ぢ
や
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
と
勝
手
に
想
像
し
て
し
ま
う
。

実
家
に
帰
る
前
の
一
郎
は
堕
落
し
た
都
会
の
生
活
か
ら
脱
却
し
た
く
、
故
郷
に

帰
っ
て
「
勤
勉
な
百
姓
」
や
農
村
子
弟
の
教
師
に
な
っ
て
、
そ
の
生
活
を
改
善
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
だ
が
、
父
親
の
反
対
や
弱
い
体
質
や
経
験
の
無
さ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
夢
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
郎
は
、
実
家
で
は
す
る
こ
と
が
な
く
、
考
え
す
ぎ
て
発
狂
し
そ
う
だ
か
ら
、
家

を
出
て
、
遠
い
所
に
行
き
た
い
と
い
う
気
分
が
益
々
強
く
な
っ
て
い
く
。
自
分
の

汚
い
過
去
が
み
な
に
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
気
分
に
な
り
、
父
親
、
母
親
、
女
中

に
彼
の
す
べ
て
の
行
動
が
監
視
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
友
達
か
ら
の
手
紙
も

読
ま
れ
て
お
り
、
汚
い
過
去
を
書
い
た
日
記
も
覗
か
れ
て
い
る
と
疑
っ
て
い
る
。

あ
る
夜
、
目
を
開
け
る
と
、
目
の
前
に
知
ら
な
い
男
が
立
っ
て
い
た
。
こ
の
男

は
自
分
を
「
無
限
の
過
去
か
ら
永
劫
の
未
来
へ
続
く
不
死
の
霊
」
と
紹
介
す
る
。
男

は
今
ま
で
い
つ
も
一
郎
の
そ
ば
に
い
た
と
言
い
、
彼
の
過
去
、
夢
の
内
容
、
考
え

て
い
る
こ
と
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
と
言
う
。「
不
死
の
霊
」
と
話
し
て
い
る
と
、

一
郎
の
心
は
落
ち
着
き
、
起
き
て
い
る
と
き
で
も
霊
が
そ
ば
に
い
る
心
地
が
す
る
。

一
郎
が
ず
っ
と
欲
し
が
っ
て
い
た
命
令
者
は
自
分
だ
と
指
摘
す
る
「
不
死
の
霊
」

は
一
郎
に
と
っ
て
誰
よ
り
も
親
し
い
存
在
に
な
る
。

霊
と
一
緒
に
い
な
い
と
き
は
、
一
郎
の
頭
の
中
は
「
気
違
ひ
じ
み
た
混
沌
」
で
、

じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
自
分
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
失
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、「
打
ち
克
ち
難
い
或
物
」
が

彼
を
追
い
か
け
て
、
追
い
つ
か
れ
た
最
後
に
、
そ
の
闇
の
中
へ
呑
み
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
と
感
じ
る
。

作
品
の
終
わ
り
に
「
不
死
の
霊
」
が
再
び
現
れ
て
、
一
郎
に
「
君
の
仕
事
を
は

じ
め
る
の
だ
」
と
い
う
。
一
郎
は
そ
の
仕
事
の
第
一
歩
と
し
て
「
自
分
の
牢
屋
を

破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
じ
、
父
親
が
大
切
に
保
存
し
て
い
た
祖
先
の

肖
像
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
「
遺
物
」
を
斧
で
壊
し
て
し
ま
う
。
一
郎
は
こ
の
破
壊
に

よ
っ
て
今
ま
で
の
弱
い
自
分
を
卒
業
し
、
無
限
の
力
を
持
つ
自
分
に
な
っ
た
と
い
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う
気
分
を
語
る
。
最
後
に
「
道
を
開
け
。
さ
う
し
て
、
私
の
後
か
ら
随
い
て
来
い
。

こ
れ
か
ら
、
私
の
偉
大
な
事
業
が
始
ま
る
の
だ
」
と
い
う
。

４
．「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
表
象

４
．
１
．
は
じ
め
に

本
章
で
は
「
牢
屋
」
に
お
い
て
、〈
狂
気
〉（
又
は
異
常
心
理
）
を
表
す
に
は
ど

の
よ
う
な
表
象
が
用
い
ら
れ
る
か
を
三
つ
の
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
「
パ
ラ
テ
ク
ス

ト
」、「
テ
ク
ス
ト
内
」
と
「
テ
ク
ス
ト
外
」
の
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る
。

４
．
２
．
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
の
レ
ベ
ル
の
表
象

パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
は
作
品
の
タ
イ
ト
ル
や
エ
ピ
グ
ラ
フ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
本

作
の
場
合
、
副
題
「
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」
が
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
レ
ベ
ル
の
〈
狂

気
〉
の
表
象
で
あ
る
。
こ
の
副
題
に
よ
っ
て
〈
狂
気
〉
が
対
象
化
さ
れ
、
作
品
の

出
発
点
と
な
る
。
つ
ま
り
、
読
者
は
作
品
を
読
み
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

語
り
手
の
信
頼
性
、〈
正
気
〉
を
疑
っ
て
い
く
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
の
で
は
な
く
、

作
品
を
最
初
か
ら
〈
狂
人
語
り
〉
と
し
て
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
副
題
が
な
け
れ
ば
〈
狂
気
〉
の
表
象
と
し
て
は
理
解
し
な
か
っ
た
よ
う
な
こ

と
も
、
副
題
の
効
果
に
よ
っ
て
最
初
か
ら
〈
狂
気
〉
の
表
象
と
し
て
理
解
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

な
お
、
萬
造
寺
は
「
牢
屋
」
を
『
颱
風
』
と
い
う
小
説
集
に
ま
と
め
た
時
、
そ

の
副
題
を
「
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」
か
ら
「
或
青
年
の
妄
想
」
に
変
え
た
。
こ

の
変
化
の
理
由
と
し
て
作
品
の
内
容
や
同
時
代
評
価
か
ら
色
々
考
え
ら
れ
る
が
、
パ

ラ
テ
ク
ス
ト
の
表
象
と
し
て
は
〈
妄
想
〉
は
〈
発
狂
〉
と
同
じ
よ
う
に
、
最
初
か

ら
主
人
公
の
信
頼
性
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、〈
妄
想
〉
と
い
う
表
現

に
は
〈
狂
気
〉
よ
り
も
、
真
実
で
は
な
い
こ
と
が
誤
っ
た
意
識
に
よ
っ
て
真
実
と

し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

４
．
３
．
テ
ク
ス
ト
内
の
レ
ベ
ル
の
表
象

４
．
３
．
１
．
テ
ク
ス
ト
内
の
形
式
、
文
体
的
特
徴

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
本
作
の
主
情
性
は
当
時
強
く
批
判
さ
れ
た
が
、
感
情

的
な
描
写
は
精
神
的
に
悩
ん
で
い
る
語
り
手
の
興
奮
し
た
精
神
の
表
象
と
し
て
読

み
取
れ
る
。
ま
ず
目
立
つ
の
は
自
分
へ
の
極
端
な
価
値
判
断
を
表
す
表
現
の
多
さ

で
あ
る
。
例
え
ば
「
こ
の
上
も
な
し
と
云
ふ
天
下
無
類
の
意
気
地
な
し
」、「
臆
病

な
、
意
志
薄
弱
な
、
独
創
力
も
な
け
れ
ば
、
冒
険
心
も
な
い
、
機
械
的
な
、
優
柔

不
断
な
人
間
」、「
弱
い
、
意
気
地
の
な
い
、
愚
痴
つ
ぽ
い
、
涙
つ
ぽ
い
、
優
柔
不

断
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
続
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
文
体
的
特
徴
は
、
精

神
的
な
不
安
を
比
喩
で
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
よ
り
強
く
な
る

こ
と
で
あ
る
。
数
多
く
の
例
か
ら
次
の
三
つ
を
取
り
上
げ
よ
う
。

春
が
来
た
。﹇
…
﹈
し
か
し
、
私
の
心
を
支
配
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
何
時
ま
で

も
、
雪
に
閉
さ
れ
た
暗
い
陰
鬱
な
冬
だ
。

私
は
、
重
い
荷
物
を
積
み
込
ん
だ
馬
車
か
何
か
が
、
深
い
轍
の
跡
を
食
ひ
込

ま
せ
な
が
ら
頭
蓋
骨
の
中
を
駆
け
廻
つ
て
ゐ
る
や
う
な
心
地
が
す
る
。

五

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



私
は
南
洋
か
ら
吹
き
起
こ
つ
て
、
世
界
を
席
巻
す
る
狂
暴
な
大
風
だ
。
と
、
同

時
に
、
愛
と
慈
悲
と
を
以
て
、
宇
宙
の
万
物
を
光
被
す
る
太
陽
だ
。

文
法
の
不
一
致
は
頻
繁
に
〈
狂
人
語
り
〉
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る）
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。
本
作
の
語
り
は
基
本
的
に
一
人
称
語
り
で
、
語
り
手
は
自
分
を
示
す
と
き
、

引
用
さ
れ
た
会
話
の
中
で
は
「
僕
」、
そ
れ
以
外
の
語
り
で
は
「
私
」
と
い
う
人
称

代
名
詞
を
用
い
る
。
し
か
し
、
第
七
章
の
み
、
語
り
は
何
の
前
置
き
も
な
く
一
人
称

語
り
か
ら
三
人
称
語
り
に
変
わ
っ
て
い
る
。
本
章
の
視
点
人
物
の
〈
彼
〉
と
一
郎

は
共
通
点
が
多
い
た
め
、
同
じ
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
七
章
の
人
称
変
化

は
、
錯
乱
し
た
頭
に
よ
る
発
言
の
混
乱
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
人
称
語
り
の
場
合
は
〈
語
ら
れ
る
私
〉

が
〈
彼
〉
に
変
わ
る
こ
と
で
〈
語
る
私
〉
と
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
な
ぜ
本
作

の
第
七
章
で
の
み
語
り
を
三
人
称
語
り
に
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
理
由
は
「
自
分
の
眼
か
ら
自
分
の
姿
を
隠
し
て
し
ま
ひ
た
か
つ
た
」
と
い
う

〈
彼
〉
の
希
望
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
章
の
〈
彼
〉
は
散
歩
へ
行
く
と
言
っ
て
、

家
を
出
る
が
、
一
晩
中
飲
ん
だ
り
、
女
と
遊
ん
だ
り
し
て
、
翌
日
は
恥
入
り
な
が

ら
帰
宅
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
恥
じ
る
べ
き
こ
と
を
し
た
の
は
自

分
だ
と
い
う
こ
と
を
一
郎
は
自
分
に
対
し
て
も
認
め
た
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
自
分
の
眼
か
ら
自
分
の
姿
を
隠
し
て
し
ま
ひ
た
か
つ
た
」
よ
う
に
、〈
私
〉
が
隠

れ
て
他
者
を
示
す
よ
う
な
〈
彼
〉
へ
と
語
り
の
人
称
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。

本
作
で
は
、
語
り
手
の
精
神
状
態
と
人
称
代
名
詞
の
変
化
が
連
関
す
る
部
分
が

も
う
一
か
所
あ
る
。
最
後
の
章
で
自
制
心
を
失
っ
た
一
郎
は
、
昔
の
自
分
と
は
違

う
、
強
く
て
新
し
い
自
分
を
定
義
規
定
す
る
時
に
、
そ
こ
ま
で
の
「
私
」
の
代
わ

り
に
「
お
れ
」
を
用
い
る
。
本
作
初
出
で
は
、
一
郎
の
用
い
る
人
称
代
名
詞
は
、
そ

の
後
ま
た
「
私
」
に
戻
る
が
、
改
稿
で
は
「
私
」
に
戻
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で

「
お
れ
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
手
の
感
情
の
高
ぶ
り
が
表
象
さ
れ
る
。

本
作
に
お
け
る
〈
狂
人
語
り
〉
の
表
象
の
対
話
的
要
素
と
し
て
自
己
陶
酔
的
な

詠
嘆
や
聞
き
手
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
訴
え
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
次
の

よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

あ
あ
、
気
の
毒
な
、
不
仕
合
せ
な
心
よ
。
萎
縮
し
、
頽
廃
し
行
く
精
神
よ
。

誰
か
来
て
私
を
助
け
て
く
れ
。
私
を
抱
き
と
め
て
く
れ
。
私
を
引
つ
張
り
あ

げ
て
く
れ
。
さ
う
し
て
、
私
を
、
明
る
い
、
広
々
と
し
た
、
自
由
の
世
界
へ

連
れ
出
し
て
く
れ
。

さ
あ
、
我
と
思
は
ん
者
は
誰
で
も
や
っ
て
来
る
が
可
い
。﹇
…
﹈
ぐ
づ
〳
〵
し

て
ゐ
る
と
、
今
に
貴
様
等
の
頭
上
に
私
の
鉄
槌
が
下
る
ぞ
。﹇
…
﹈
道
を
開
け
。

さ
う
し
て
、
私
の
後
か
ら
随
い
て
来
い
。

〈
狂
気
〉
の
こ
の
よ
う
な
表
象
に
つ
い
て
江
口
渙
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
狂
暴
な
も
の
と
全
く
反
対
な
、
柔
ら
か
な
情
景
と
、
詠
嘆
の
心
が
、
そ

の
絶
え
ず
下
を
流
れ
て
ゐ
る
が
た
め
に
、
こ
の
狂
暴
な
も
の
か
ら
受
け
る
苦

痛
が
尚
更
烈
し
く
さ
れ
て
行
く
状
態
も
、
は
つ
き
り
と
受
取
る
こ
と
が
出
来

る）
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４
．
３
．
２
．
テ
ク
ス
ト
内
の
内
容
的
特
徴

〈
狂
人
語
り
小
説
〉
の
場
合
、
周
り
か
ら
狂
人
扱
い
さ
れ
て
も
、
語
り
手
が
自
分

の
異
常
心
理
状
態
を
否
定
し
て
い
る
例
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
本
作
の
語
り
手
は

自
分
自
身
の
異
常
心
理
に
頻
繁
に
言
及
し
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ

る
。

途
方
も
な
い
痴
人
の
空
想
で
あ
っ
た
。

『﹇
…
﹈
も
う
暫
く
、
こ
ん
な
風
の
生
活
を
続
け
た
ら
、
僕
は
気
狂
ひ
に
な
つ

て
し
ま
ひ
ま
す
。』

一
種
の
狂
暴
な
感
じ
が
、
胸
の
中
に
湧
き
起
こ
つ
て
来
た
。
私
は
、
声
を
張

り
上
げ
て
獣
の
や
う
に
咆
哮
し
た
く
な
つ
た
。
体
中
を
疵
だ
ら
け
に
し
な
が

ら
、
そ
こ
ら
中
を
駈
け
ま
は
り
度
く
な
つ
た
。

た
だ
、
完
全
に
狂
気
に
陥
っ
た
人
間
は
自
分
の
狂
気
を
意
識
で
き
な
い
と
い
う

一
般
論
か
ら
考
え
る
と
、
本
作
の
最
後
に
語
り
手
が
自
分
の
異
常
心
理
へ
の
言
及

を
や
め
る
こ
と
こ
そ
〈
狂
気
〉
の
表
象
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
こ
の
点
、
作
品
の

ジ
ャ
ン
ル
が
「
手
記
」
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。「
手
記
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

の
場
合
は
、〈
語
る
私
〉
と
〈
語
ら
れ
る
私
〉
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

〈
狂
人
語
り
小
説
〉
の
場
合
は
、
手
記
や
日
記
の
こ
の
特
徴
は
「
一
時
的
な
狂
気
」

を
表
現
す
る
た
め
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
本
作
の
場
合
で
も
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
最
後
の
前
の
章
ま
で
一
郎
は
そ
の
時
の
「
激
し
い
昂
奮
し
た
言
葉
を
発

す
る
者
は
、
自
分
で
は
な
く
て
、
自
分
以
外
の
狂
暴
な
或
物
で
あ
つ
た
」
と
語
り
、

「
落
付
い
て
正
気
に
返
つ
た
と
き
」
と
言
う
こ
と
で
正
気
を
失
っ
て
い
た
自
分
と
は

距
離
を
置
く
。
し
か
し
、
最
後
の
章
を
〈
語
る
私
〉
は
〈
語
ら
れ
る
私
〉
と
距
離

を
置
こ
う
と
し
な
い
。
手
記
を
記
録
し
て
い
る
時
点
で
も
自
分
の
行
動
を
反
省
せ

ず
、
自
分
の
正
気
を
疑
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
記
録
し
て
い
る
時
点
の
〈
語
る

私
〉
は
狂
気
に
陥
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
い
る
と
推
測
で
き
る
。（
改
稿
の
際
、
萬
造

寺
は
「
手
記
」
と
い
う
言
葉
を
副
題
か
ら
消
し
た
が
、
本
文
中
の
「
誰
に
も
見
せ

な
い
で
書
く
こ
の
日
記
」
と
い
う
記
述
は
改
稿
に
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。）

本
作
の
語
り
手
は
自
分
が
出
会
っ
た
問
題
の
責
任
を
他
人
に
転
嫁
し
て
お
り
、
自

分
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
証
拠
は
テ
ク
ス
ト
内
に
一
切
な
い
と
い
う
こ
と
も
異
常

心
理
の
内
容
的
な
表
象
と
し
て
読
み
取
れ
る
。
三
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

私
は
、
自
分
の
中
に
、
美
く
し
い
情
熱
を
、
快
楽
に
対
す
る
燃
え
る
や
う
な

欲
望
を
持
つ
て
る
の
だ
。
私
の
心
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
刺
激
さ
へ
あ
れ
ば
直

ぐ
に
も
踊
り
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
の
だ
。﹇
…
﹈
し
か
し
、
私
の
境
遇
は
私
の

周
囲
は
私
に
何
事
を
も
許
さ
な
い
。
何
事
を
も
与
へ
な
い
。

『﹇
…
﹈
な
ぜ
、
お
母
さ
ん
は
、
僕
を
こ
ん
な
性
質
に
生
ん
だ
ん
で
す
。
な
ぜ
、

最
初
か
ら
、
武
雄
さ
ん
の
や
う
な
性
質
に
生
ん
で
下
さ
ら
な
か
つ
た
ん
で
す
。

そ
し
て
、
僕
に
、
僕
が
到
底
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
事
を
お
求
め
に
な
る
ん

で
す
。﹇
…
﹈』

『
も
し
、
お
父
さ
ん
が
最
初
か
ら
、
僕
に
対
し
て
、
そ
ん
な
態
度
を
取
つ
て
下
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萬
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す
つ
た
ら
、
僕
は
こ
ん
な
僻
ん
だ
意
気
地
な
し
の
臆
病
者
に
は
な
ら
な
か
つ

た
筈
で
す
。』

次
に
語
り
手
の
狂
気
の
内
容
的
表
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
思
い
込

み
の
激
し
さ
で
あ
る
。
み
な
に
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
と
思
い
、
彼
ら
の
セ
リ
フ
ま
で

頭
の
中
で
妄
想
し
て
し
ま
う
。
父
親
、
昔
の
先
生
、
農
家
た
ち
、
祖
先
、
自
然
ま

で
彼
を
攻
撃
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
以
下
、
数
多
く
の
例
か
ら
二
つ
を
取
り
上
げ

た
。

父
に
は
、
私
の
す
べ
て
が
気
に
入
ら
な
い
ら
し
い
。﹇
…
﹈
私
の
姿
を
見
た
だ

け
で
、
何
と
も
云
へ
な
い
歯
痒
い
や
う
な
、
腹
立
た
し
い
や
う
な
、
何
と
か

怒
鳴
つ
て
遣
り
度
い
や
う
な
感
じ
に
捉
は
れ
る
の
だ
。

『
お
前
は
決
し
て
、
威
張
つ
て
世
間
を
歩
く
資
格
の
あ
る
人
間
ぢ
や
な
い
の
だ
。

お
前
は
、
自
活
す
る
事
の
出
来
な
い
、
下
等
な
堕
落
し
た
人
間
な
の
だ
。
お

前
は
憐
む
可
き
や
く
ざ
者
な
の
だ
。
お
慈
悲
で
、
お
れ
の
家
へ
置
い
て
貰
つ

て
ゐ
る
居
候
な
の
だ
。
そ
の
つ
も
り
で
ゐ
ろ
。』
彼
の
冷
た
い
皮
肉
な
眼
は
か

う
云
つ
て
る
や
う
に
思
は
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
郎
の
思
い
込
み
は
次
第
に
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
偏
執
病
的
に

な
る
。
周
囲
の
人
に
監
視
さ
れ
て
い
る
と
ま
で
思
い
込
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
家

を
出
る
と
、
み
な
彼
の
こ
と
を
く
す
く
す
笑
う
、
家
に
い
る
と
父
親
、
母
親
、
女

中
に
彼
の
す
べ
て
の
行
動
が
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、「
私
は
、
そ
れ
で
、

な
ん
と
な
く
罪
を
で
も
犯
す
や
う
な
心
地
が
し
て
、
成
る
可
く
そ
つ
と
足
音
の
し

な
い
や
う
に
歩
く
」。
散
歩
に
出
て
い
る
間
、
引
き
出
し
が
開
け
ら
れ
、
友
達
か
ら

の
手
紙
も
読
ま
れ
て
お
り
、
汚
い
過
去
を
書
い
た
日
記
も
覗
か
れ
て
い
る
と
疑
っ

て
い
る
。「
不
死
の
霊
」
が
初
め
て
一
郎
の
夢
に
現
れ
る
と
き
、
一
郎
は
そ
の
男

（「
不
死
の
霊
」）
を
、
実
は
い
つ
も
障
子
の
外
に
立
っ
て
彼
の
話
を
聞
い
た
り
、
彼

の
行
為
を
張
り
番
し
た
り
す
る
探
偵
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

語
り
手
の
周
囲
の
人
の
発
言
と
語
り
手
の
発
言
と
の
矛
盾
も
狂
人
語
り
の
内
容

的
な
表
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
一
人
称
語
り
で
あ
る
手
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の

場
合
は
、
語
り
手
以
外
の
登
場
人
物
の
声
は
、
語
り
手
に
よ
る
引
用
を
通
し
て
し

か
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
本
文
で
は
他
者
の
声
の
引
用
は
少
な
く
、
と
き
に
長
い
引

用
が
何
箇
所
か
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
最
後
に
は
「
口
に
こ
そ
、
さ
う
と
云
は

な
い
も
の
ゝ
」
や 

「
こ
う
言
つ
た
よ
う
な
﹇
…
﹈
顔
を
し
て
」
と
い
う
記
述
が
あ

り
、
結
局
は
一
郎
の
妄
想
だ
と
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
一
郎
が
言
う
こ
と
を
「
正

気
の
声
」
と
比
較
で
き
る
機
会
は
少
な
い
が
、
以
下
の
三
か
所
の
場
合
は
、
周
囲

の
人
の
発
言
の
結
果
、
一
郎
の
考
え
方
は
思
い
込
み
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
て

く
る
。
例
え
ば
母
親
と
父
に
つ
い
て
話
し
た
結
果
、
一
郎
自
身
も
自
分
の
思
い
込

み
が
激
し
す
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

﹇
一
郎
﹈『﹇
…
﹈
僕
に
は
、
何
だ
か
其
れ
が
、
お
前
は
親
に
心
配
ば
か
り
掛
け

て
る
や
く
ざ
者
だ
と
云
ふ
意
味
に
聞
え
る
の
で
す
。
実
際
、
お
父
さ
ん
は
度
々

そ
ん
な
事
を
お
つ
し
や
る
ん
だ
か
ら
。』

﹇
母
﹈『
い
く
ら
、
お
父
さ
ん
だ
つ
て
、
そ
ん
な
事
を
お
つ
し
や
る
も
の
か
ね
。』

﹇
一
郎
﹈『
え
え
、
或
は
口
に
出
し
て
は
、
さ
う
は
お
つ
し
や
ら
な
い
か
も
知

八
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れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
の
顔
に
は
ち
や
ん
と
さ
う
書
い
て
あ
り
ま

す
。
お
母
さ
ん
の
顔
に
も
、
さ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。』
私
は
、
母
の
顔
を
見

詰
め
な
が
ら
、
か
う
付
け
加
へ
た
。

﹇
母
﹈『
馬
鹿
を
お
云
ひ
で
な
い
よ
。』
と
母
は
思
は
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
つ
た
。

語
り
手
と
周
囲
の
人
の
発
言
が
矛
盾
し
て
い
る
箇
所
は
他
に
も
あ
る
。「
不
死
の

霊
」
に
よ
っ
て
、
一
郎
の
考
え
は
す
べ
て
が
妄
念
だ
と
指
摘
さ
れ
る
。

一
体
君
は
、
ひ
ど
く
探
偵
を
気
に
し
て
る
け
れ
ど
、
安
心
す
る
が
可
い
。
そ

ん
な
者
は
、
ど
こ
に
も
居
は
し
な
い
。
そ
ん
な
も
の
は
、
総
て
君
の
恐
怖
が

作
り
出
し
た
妄
念
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
君
は
自
分
の
心
の
影
を
恐
れ
て
る
の

だ
。

一
郎
は
家
を
出
な
い
理
由
と
し
て
、
そ
れ
は
父
親
に
許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
と
よ
く
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
父
親
と
の
会
話
で
は
、
そ
の
理
由
も
彼
の

思
い
こ
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
一
郎
と
父
親
の
語
り
は
矛

盾
し
て
い
る
。

﹇
一
郎
﹈『
僕
に
暇
を
下
さ
い
。
こ
の
家
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。』﹇
…
﹈

﹇
父
﹈『
そ
り
や
可
い
だ
ら
う
。
ど
う
せ
、
お
前
の
体
は
、
お
前
の
体
だ
か
ら

な
あ
。
お
前
の
思
ふ
通
り
勝
手
に
す
る
さ
。』﹇
…
﹈

﹇
一
郎
﹈『﹇
…
﹈
僕
が
お
願
ひ
す
る
の
は
、
将
来
、
僕
の
行
為
に
関
し
て
は
一

切
干
渉
を
し
な
い
で
下
さ
い
。
僕
に
自
由
の
行
動
を
取
ら
し
て
下
さ
い
。』

﹇
…
﹈

﹇
父
﹈『
お
れ
は
こ
れ
迄
だ
つ
て
、
ち
つ
と
も
、
お
前
の
行
動
に
干
渉
な
ど
し

な
か
つ
た
筈
だ
。
お
前
は
自
分
の
好
き
勝
手
な
真
似
を
し
て
来
た
の
ぢ
や
な

い
か
。
今
更
、
そ
ん
な
事
を
云
ふ
必
要
は
な
い
。』

結
局
、
一
郎
は
自
分
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ま
す
ま
す
失
い
、
自
分
以
上
の
不

可
抗
力
に
襲
わ
れ
、
狂
暴
に
な
る
こ
と
も
狂
人
語
り
の
内
容
的
な
表
象
で
あ
る
。
第

四
章
で
は
昔
の
校
長
先
生
に
対
し
て
感
じ
る
怒
り
の
あ
ま
り
叫
び
た
く
な
り
、
こ

の
時
点
で
は
ま
だ
我
慢
で
き
る
が
、
次
の
第
五
章
で
母
親
と
話
す
と
き
は
自
制
力

を
失
っ
て
し
ま
う
。
第
一
一
章
で
は
、
人
間
に
笑
わ
れ
た
り
観
察
さ
れ
た
り
と
思

う
と
、
人
間
一
般
に
対
す
る
憎
し
み
が
沸
い
て
く
る
。
第
一
四
章
で
は
Ｘ
長
の
ス

ピ
ー
チ
を
聞
い
て
暴
れ
た
く
な
り
、
最
初
は
我
慢
す
る
が
、
昔
の
先
生
で
あ
っ
た

松
村
氏
に
最
近
何
を
し
て
い
る
か
と
聞
か
れ
る
と
、「
あ
な
た
に
僕
の
仕
事
は
分
か

ら
な
い
﹇
…
﹈
君
等
の
如
き
馬
鹿
者
を
こ
の
地
球
の
上
か
ら
掃
蕩
す
る
事
だ
」
と

答
え
て
「
立
上
が
つ
て
、
前
後
を
忘
れ
て
相
手
に
踊
り
掛
か
つ
た
」。
み
な
の
前
で

松
村
氏
に
飛
び
掛
か
っ
た
結
果
に
つ
い
て
は
テ
ク
ス
ト
内
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い

が
、
身
分
の
高
い
Ⅹ
長
や
村
長
、「
区
の
有
志
の
人
た
ち
」
が
集
ま
っ
て
い
る
場
で

一
郎
が
突
如
暴
力
を
ふ
る
う
こ
の
場
面
は
、
読
者
に
一
郎
の
狂
気
が
進
行
し
て
い

る
と
感
じ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
第
二
〇
章
で
は
、
次
の
引
用
の
よ
う
に
「
自

身
以
外
の
狂
暴
な
或
物
」
に
指
導
さ
れ
、
野
獣
の
よ
う
に
な
っ
て
父
親
に
飛
び
掛

か
る
。こ

の
間
に
、
例
の
力
強
い
強
烈
な
或
物
は
刻
々
に
私
を
蚕
食
し
つ
つ
あ
つ
た
。
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そ
れ
は
と
う
と
う
私
を
征
服
し
た
。
私
を
奴
隷
に
し
た
。
さ
う
し
て
、
今
や
、

父
に
向
つ
て
、
激
し
い
昂
奮
し
た
言
葉
を
発
す
る
者
は
、
自
分
で
は
な
く
て
、

自
身
以
外
の
狂
暴
な
或
物
で
あ
っ
た
。
相
手
に
飛
び
掛
か
つ
て
、
そ
れ
に
重

傷
を
負
は
せ
な
い
で
は
置
か
な
い
執
拗
な
或
物
で
あ
つ
た
。

最
後
の
章
で
一
郎
は
完
全
に
発
狂
し
て
し
ま
い
、
祖
先
の
肖
像
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
「
遺
物
」
を
斧
で
壊
し
て
し
ま
う
。

４
．
４
．
テ
ク
ス
ト
外
の
、
読
者
の
知
識
上
の
レ
ベ
ル

こ
の
レ
ベ
ル
に
属
す
る
〈
狂
気
〉
の
表
象
は
、
読
者
が
自
分
の
予
備
知
識
や
価

値
観
か
ら
見
て
非
常
識
・
非
現
実
的
と
認
識
す
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
読

者
の
予
備
知
識
に
は
、
世
界
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
に
読
ん
だ
文
学
作

品
、
文
学
的
伝
統
や
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
知
識
や
、
作
品
の
歴
史
・
社
会
的
背

景
に
つ
い
て
の
知
識
も
含
ま
れ
る
。

一
郎
は
自
分
の
異
常
心
理
の
原
因
と
し
て
〈
家
〉
に
よ
る
重
圧
か
ら
解
放
で
き

な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
読
者
は
作
品
を
読
み
進
め
る
に
つ
れ
て
、
こ
の

点
を
疑
う
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
４
．
３
．
で
述
べ
た
、
一
郎
の
母
親
や
父
親

の
発
言
と
彼
自
身
の
発
言
と
の
矛
盾
に
よ
っ
て
、
一
郎
の
語
り
は
ま
す
ま
す
信
頼

性
を
失
っ
て
い
く
。
一
郎
が
受
け
て
い
る
重
圧
は
本
当
に
彼
が
言
う
ほ
ど
強
い
の

だ
ろ
う
か
。
思
い
込
み
の
は
げ
し
い
、
偏
執
病
的
な
一
郎
の
判
断
を
信
用
し
て
も

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
読
者
は
こ
の
よ
う
な
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
郎
の
心
に
は
、
ま
だ
東
京
に
い
た
時
で
も
、「
新
し
い
希
望
な
ど
が
、
次
ぎ
か

ら
次
ぎ
に
生
れ
て
来
」
て
、
彼
は
色
々
な
こ
と
に
対
し
て
真
剣
に
な
ろ
う
と
し
た

が
、
次
々
と
失
敗
し
、
絶
望
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
理
解
す
る
読
者
に
と
っ

て
は
、
一
郎
の
、
家
か
ら
の
解
放
と
い
う
希
望
も
、
新
し
く
夢
中
に
な
っ
た
こ
と

に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
彼
の
神
経
衰
弱
の
原
因
は
〈
家
〉
か
ら
の

重
圧
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
性
格
そ
の
も
の
に
由
来
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ほ
か
の
、
読
者
の
知
識
上
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
表
象
は
「
不
死
の

霊
」
の
存
在
で
あ
る
。
一
郎
は
「
不
死
の
霊
」
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
が
夢
の
中

で
あ
っ
た
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
夢
の
中
で
超
自
然
的
な
存
在
が
現
れ
る
こ
と
は
、

一
般
に
あ
り
得
る
こ
と
な
の
で
〈
狂
気
〉
の
表
象
と
し
て
は
解
釈
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、「
不
死
の
霊
」
の
存
在
が
夢
の
中
の
も
の
か
ら
妄
想
へ
と
変
化
し
た

こ
と
は
読
者
に
と
っ
て
益
々
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。「
不
死
の
霊
」
が
初
め
て
現

れ
る
の
は
第
一
五
章
で
、
一
郎
が
恐
ろ
し
い
蛇
の
夢
を
見
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
蛇

と
戦
い
な
が
ら
耳
元
で
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
目
を
開
け
る
と
、
知
ら
な
い
男
が
い

る
。
一
郎
は
彼
と
色
々
と
話
し
、
最
後
に
交
友
の
し
る
し
と
し
て
握
手
を
し
よ
う

と
す
る
が
、
男
は
消
え
、
一
郎
は
目
が
覚
め
る
。
し
か
し
、
一
郎
に
と
っ
て
は
「
眼

が
さ
め
た
今
で
も
、
私
は
、
何
だ
か
あ
の
男
が
、
私
の
傍
に
ゐ
る
や
う
な
心
地
が

す
る
」。
第
一
六
章
で
は
一
郎
が
「
あ
の
男
と
す
つ
か
り
親
し
い
友
達
に
な
つ
た
。

私
が
寝
床
に
就
き
さ
え
す
る
と
、
彼
は
直
ぐ
私
の
前
へ
現
は
れ
る
」
と
語
り
、
そ

の
後
も
霊
は
夜
、「
半
醒
半
睡
の
状
態
に
陥
る
」
と
き
、「
枕
元
」
に
現
れ
た
り
す

る
が
、
夢
の
中
に
現
れ
る
と
は
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
な
い
。
第
一
八
章
は
一
郎

と
霊
の
社
会
論
的
、
文
化
論
的
な
議
論
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
夢
の
中
で
こ

の
よ
う
な
精
密
で
長
々
し
い
議
論
を
し
て
、
そ
れ
を
起
き
て
か
ら
も
完
全
に
覚
え

て
お
り
、
手
記
に
で
き
る
と
は
通
常
考
え
難
い
。
一
郎
の
蛇
の
夢
の
記
録
に
使
わ

一
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れ
て
い
る
「
何
う
云
ふ
風
に
し
て
飛
び
降
り
た
の
か
覚
え
て
ゐ
な
い
」
や
、「
何
處

か
ら
来
た
の
か
」
の
よ
う
な
、
夢
の
描
写
の
場
合
、
自
然
に
思
わ
れ
る
表
現
は
霊

と
の
会
話
で
は
一
切
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
は
霊
の
存
在
を
夢

の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
、
一
郎
の
〈
狂
気
〉
が
作
り
出
し
た
妄
想
と
し
て
解
釈

す
る
可
能
性
が
高
い
。
妄
想
の
「
不
死
の
霊
」
を
誰
よ
り
も
親
し
い
存
在
と
し
て

意
識
し
て
い
る
一
郎
の
神
経
衰
弱
の
進
化
は
読
者
に
と
っ
て
明
確
に
な
る
。（
空
想

小
説
や
幻
想
小
説
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
読
者
は
、
超
自
然
的
現
象
を
テ
ク
ス
ト

内
に
実
際
に
存
在
し
て
い
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
作
の
場

合
は
、
語
り
手
の
狂
気
を
示
す
印
が
多
い
た
め
、「
不
死
の
霊
」
は
狂
気
が
も
た
ら

し
た
幻
想
な
の
か
、
そ
れ
と
も
本
当
の
幽
霊
と
し
て
表
れ
た
超
自
然
的
現
象
な
の

か
と
い
う
た
め
ら
い
は
引
き
起
こ
さ
れ
な
い
と
言
え
よ
う
。）

最
後
の
章
で
一
郎
が
祖
先
の
「
遺
物
」
を
斧
で
壊
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
最
中

に
父
親
が
部
屋
の
入
口
に
現
れ
る
が
、「
白
紙
の
や
う
に
青
ざ
め
て
、
名
状
す
る
事

の
出
来
な
い
狼
狽
と
恐
怖
と
驚
愕
と
の
表
情
を
顔
一
面
に
漲
ら
せ
な
が
ら
、
た
ぢ

〳
〵
と
後
す
ざ
り
し
た
」。
生
涯
大
切
に
保
存
し
て
い
た
も
の
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と

を
見
て
も
、
息
子
を
止
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
も
、
読
者
に
と
っ
て
一
郎
の
狂
気

の
激
し
さ
を
示
す
と
言
え
よ
う
。
父
親
は
恐
ら
く
斧
を
持
っ
た
一
郎
に
殺
さ
れ
る

こ
と
を
怖
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

５
．「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
機
能

５
．
１
．
は
じ
め
に

本
章
で
は
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
か
、
ど

の
よ
う
な
意
味
で
〈
狂
気
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に

批
判
さ
れ
た
。

﹇
発
狂
す
る
﹈
原
因
が
す
で
に
曖
昧
で
あ
り
、
す
で
に
必
然
性
に
希
薄
で
あ
る
。

そ
の
結
果
が
故
意
と
ら
し
く
、
不
自
然
で
あ
る
。）
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好
意
的
に
評
価
し
た
江
口
渙
も
「
こ
の
主
人
公
が
最
初
、
何
故
、
あ
れ
ほ
ど
ま

で
に
そ
の
周
囲
、
父
や
郷
党
と
相
容
れ
な
く
な
つ
て
行
つ
た
か
、
そ
の
心
持
の
説

明
が
不
充
分
で
あ
る
。」）
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（

と
、
主
人
公
が
発
狂
し
た
理
由
が
充
分
に
書
か
れ
て
い
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
江
口
渙
は
「
勿
論
、
狂
人
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ

ん
な
事
に
お
か
ま
い
な
し
に
ど
し
ど
し
、
発
狂
し
て
行
つ
た
の
だ
と
云
つ
て
終
へ

ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
」
と
続
け
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の

「
狂
人
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
読
み
の
方
向

性
は
「
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」
と
い
う
副
題
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
前

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
副
題
の
「
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」
に
よ
っ
て
、
読
者
は

作
品
を
最
初
か
ら
〈
狂
人
語
り
〉、
つ
ま
り
狂
気
に
陥
っ
た
登
場
人
物
の
一
人
称
語

り
と
し
て
読
ん
で
い
く
。
し
か
も
、
狂
気
に
陥
っ
た
人
間
に
、
自
分
の
狂
気
の
原

因
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
る
こ
と
は
求
め
得
な
い
。
例
え
ば
、
寺
田
透
は
大
岡
昇
平

の
「
野
火
」（『
展
望
』
昭
和
二
六
年
一
月
号
―
八
月
号
）
を
論
じ
て
、〈
狂
人
日

記
〉
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
「
作
者
に
は
ほ
と
ん
ど
無
限
に
恣
意
が
ゆ
る
さ
れ
、
気

持
が
い
い
や
う
に
書
く
こ
と
だ
け
が
書
く
上
で
の
基
準
に
な
る
と
い
ふ
誰
に
も
文

句
の
つ
け
ら
れ
な
い
自
由
」
を
手
に
す
る
と
指
摘
し
て
い
る）

26
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萬
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狂
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本
作
の
主
眼
は
、
主
人
公
の
発
狂
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
く
よ
り
も
、
狂

的
な
、
過
剰
な
感
情
に
巻
き
込
ま
れ
た
精
神
状
態
の
描
写
、
意
識
と
無
意
識
が
関

わ
る
様
子
の
探
求
、 

狂
気
の
主
人
公
の
声
を
読
者
に
聴
か
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
む
ろ
ん
、「
狂
人
の
手
記
」
と
い
う
形
式
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
主

人
公
の
発
狂
の
背
景
に
あ
る
社
会
事
情
が
無
視
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
小
林
洋

介
が
『〈
狂
気
〉
と
〈
無
意
識
〉
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
で
「〈
狂
人
の
手
記
〉
の
内
容

は
、
被
害
妄
想
や
誇
大
妄
想
の
内
容
を
記
し
た
も
の
が
多
い
た
め
、
結
果
と
し
て

〈
狂
人
〉
を
〈
狂
気
〉
へ
と
追
い
込
ん
だ
社
会
に
対
す
る
批
判
と
も
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
」）
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と
論
じ
る
よ
う
に
、〈
狂
人
の
手
記
〉
と
い
う
形
式
は
社
会
批
判
の
内
容

を
盛
り
込
み
や
す
く
、
大
正
期
に
流
行
し
た
。

小
林
は
戦
間
期
（
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
）
の
〈
狂
気
〉
の
二
つ

の
特
徴
と
し
て
「
心
理
的
秩
序
に
対
す
る
疑
義
」
と
「
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
反

逆
」
を
挙
げ
て
い
る
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
書
か
れ
た
萬
造
寺
の
「
牢
屋
」

に
は
、
両
方
と
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
章
で
は
、「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
狂

気
〉
の
機
能
を
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
通
し
て
論
じ
て
み
た
い
。

５
．
２
．
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
反
逆

本
作
に
お
け
る
一
郎
の
狂
気
の
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
反
逆
と
い
う
特
徴
を
考

え
る
と
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
彼
の
〈
家
制
度
〉
に
対
す
る
反
抗
で
あ
る
。
近
代

人
で
あ
る
主
人
公
の
一
郎
は
過
去
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
嫌
悪
感
を

抱
い
て
お
り
、「
実
際
、
こ
の
家
を
支
配
し
て
ゐ
る
も
の
は
、「
現
在
」
で
は
な
く

て
、「
過
去
」
で
あ
る
。「
生
」
で
は
な
く
て
「
死
」
で
あ
る
」
と
言
う
。
自
分
は

「
死
人
の
捕
虜
と
な
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
、〈
家
〉
の
期
待
を
子
孫
に
対
す
る
不
公

平
、
背
負
わ
さ
れ
た
重
荷
と
し
て
感
じ
て
い
る
。〈
家
〉
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
抱
い

て
い
る
理
由
は
単
に
そ
れ
が
過
去
の
も
の
だ
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
社
会

的
に
不
平
等
の
武
士
道
の
観
念
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
郎
は
〈
家
〉
と
繋
が
る

武
士
道
に
関
し
て
「
世
間
に
こ
れ
ほ
ど
軽
蔑
す
べ
き
道
徳
は
あ
る
ま
い
と
思
つ
て
」

い
る
。
序
論
で
引
用
し
た
よ
う
に
「
近
代
的
自
我
と
は
、
自
己
の
意
志
を
貫
い
て

主
体
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
、
近
代
的
な
個
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
人
間
が
抱

え
込
ん
で
し
ま
っ
た
内
面
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、
封
建
的

な
家
に
反
発
す
る
人
物
の
な
か
に
見
出
さ
れ
て
き
た
」）

28
（

。
本
作
は
一
面
で
は
こ
の

よ
う
な
近
代
的
自
我
を
小
説
と
し
て
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

本
作
で
一
郎
が
最
も
激
し
く
批
判
し
て
い
る
社
会
制
度
は
〈
家
〉
で
は
あ
る
が
、

近
代
社
会
と
政
治
の
制
度
に
も
納
得
は
し
て
い
な
い
。
上
に
立
っ
た
人
は
「
弱
い

人
間
の
力
を
以
て
、
彼
等
が
可
い
加
減
に
造
り
上
げ
た
方
則
を
以
て
、
こ
の
一
切

を
押
し
流
し
、
一
切
を
支
配
し
て
行
く
生
命
進
化
の
理
法
を
曲
げ
よ
う
、
と
し
て

る
」
と
述
べ
、
富
国
強
兵
に
基
づ
く
理
想
の
国
家
建
設
の
た
め
に
皆
の
努
力
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
も
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
祖
先
の
名
誉
を
辱
し
め
な
い
こ
と
、〈
家
〉
の
「
生
き
た
装
飾
」

に
な
る
こ
と
は
人
生
の
目
標
と
し
て
物
足
ら
な
く
思
う
と
同
時
に
、
近
代
社
会
に

も
失
望
し
て
い
る
一
郎
は
「
一
生
懸
命
」
に
な
れ
る
こ
と
を
探
し
て
い
る
が
、
何

に
関
し
て
も
悲
観
主
義
で
、
あ
き
ら
め
が
早
い
。

ま
ず
「
強
烈
な
恋
が
私
を
一
生
懸
命
に
な
ら
せ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
つ
て

ゐ
た
。
が
、
恋
は
と
う
〳
〵
、
一
度
も
、
私
の
前
に
現
は
れ
て
来
な
か
つ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
次
に
、「
何
か
の
事
業
に
、
全
力
を
捧
げ
度
い
」
と
思
う
が
、「
ど

ん
な
仕
事
も
、
私
の
前
に
、
そ
の
門
戸
を
開
い
て
は
く
れ
な
か
っ
た
」。
東
京
の
私

一
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立
大
学
の
文
科
に
通
っ
て
い
る
一
郎
は
、
ほ
か
に
「
一
生
懸
命
」
に
な
れ
る
こ
と

を
探
し
、
文
学
に
「
生
命
を
傾
倒
し
よ
う
、
と
思
っ
た
」
が
何
を
書
い
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
。
読
書
に
よ
っ
て
人
生
の
悩
み
を
解
決
し
よ
う
と
も
思
う
が
、「
彼
等

は
何
等
の
感
動
も
な
く
、
た
ゞ
物
象
の
外
形
を
、
事
件
の
進
行
を
、
精
神
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
面
白
く
、
自
然
ら
し
く
、
巧
妙
に
描
写
す
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら
彼
等
の

作
物
に
は
生
命
が
な
い
の
だ
。
随
つ
て
、
読
者
を
強
く
震
撼
す
る
力
が
な
い
の
だ
。

読
者
の
疲
れ
た
心
を
興
奮
さ
せ
、
勇
気
と
、
溌
剌
た
る
不
屈
の
精
神
と
を
鼓
吹
し
、

広
い
、
自
由
な
世
界
に
対
す
る
熱
烈
な
憧
憬
の
情
を
呼
び
起
こ
す
力
が
な
い
の
だ
。」

と
感
じ
、
失
望
す
る
。
こ
の
失
望
は
自
然
主
義
批
判
と
し
て
読
み
取
れ
る
が
、
同

様
の
箇
所
は
他
に
も
多
い
。
仮
に
一
郎
が
島
崎
藤
村
の
『
家
』（『
読
売
新
聞
』
明

治
四
三
年
一
月
―
五
月
、『
中
央
公
論
』
明
治
四
四
年
一
月
・
四
月
）
を
読
ん
だ
と

し
て
も
、
失
望
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
瀬
沼
茂
樹
は
『
家
』

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
「
家
」
の
観
点
か
ら
眺
め
れ
ば
、
日
本
の
近
代
文
学
は
、
個
人
の
自
覚

が
社
会
的
な
責
任
観
念
と
な
っ
て
、
社
会
的
公
共
性
の
あ
い
だ
に
社
会
と
個

人
と
の
調
和
を
見
出
し
て
い
く
本
来
の
方
向
に
発
達
し
な
い
で
、「
家
」
の
墻

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
そ
こ
に
悪
戦
苦
闘
す
る
人
間
の
悲
劇
を
描
く
こ
と
に
終

始
し
て
い
る）
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つ
ま
り
、
一
郎
に
と
っ
て
は
、
当
時
、
自
然
主
義
が
主
流
で
あ
っ
た
文
学
は
、
悩

み
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
た
り
得
な
い
。

な
お
、
一
郎
は
、
文
学
が
読
者
の
心
を
興
奮
さ
せ
な
い
こ
と
を
作
家
に
の
み
責

を
負
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
こ
の
散
文
的
な
、
物
質
万
能
の
時
代
も
、
ま
た
、
罪

の
大
半
を
負
は
な
く
ち
や
な
る
ま
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

恋
愛
に
も
、
仕
事
に
も
、
文
学
に
も
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
一
郎
は
「
す
つ

か
り
酒
と
女
と
に
溺
れ
て
し
ま
は
う
、
と
思
っ
た
。
が
、
そ
れ
等
は
、
い
つ
も
私

の
心
に
、
噛
む
や
う
な
悔
恨
と
嫌
厭
の
情
と
を
呼
び
起
こ
し
た
」。
遊
蕩
生
活
か
ら

足
を
洗
う
た
め
、
故
郷
に
帰
る
。

作
品
の
第
二
章
で
分
か
る
よ
う
に
、
一
郎
は
東
京
に
い
た
と
き
で
も
悩
み
が
多

く
、「
胸
の
中
を
激
し
い
暴
風
が
吹
き
ま
く
つ
た
」。
川
村
邦
光
「
脳
病
の
神
話
」）
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は
、
坪
内
逍
遥
の
『
当
世
書
生
気
質
』（
晩
青
堂
、
明
治
一
八
年
六
月
〜
一
九
年
一

月
）
や
、
樋
口
一
葉
の
「
わ
れ
か
ら
」（『
文
藝
倶
楽
部
』
明
治
二
九
年
五
月
）
に

現
れ
る
、
明
治
末
年
、
大
正
初
期
の
学
生
・
書
生
の
典
型
的
な
病
気
、
都
市
の
病

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

親
や
家
族
一
統
、
ま
た
郷
党
の
期
待
を
一
身
に
担
っ
て
、
東
京
と
い
う
大
都

会
の
学
校
で
学
業
を
修
め
て
、
官
途
に
つ
い
て
立
身
出
世
を
す
る
た
め
に
、
猛

烈
に
勉
学
に
励
み
、
遂
に
は
脳
病
に
な
り
、
や
が
て
狂
死
す
る
、
と
い
う
物

語
も
し
く
は
神
話
が
脳
病
と
い
う
頭
脳
・
脳
力
の
病
の
通
俗
化
と
と
も
に
こ

の
あ
た
り
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
、
一
葉
の
『
わ
れ
か
ら
』
は
伝
え

て
い
る
。
脳
病
に
な
っ
た
青
年
は
狂
死
し
て
し
ま
う
か
、
あ
る
い
は
志
な
か

ば
で
学
業
を
廃
し
、〝
廃
人
〞
同
様
に
な
っ
て
、
実
家
に
帰
り
、
田
舎
の
人
び

と
の
眼
に
晒
さ
れ
、
噂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
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萬
造
寺
の
作
品
は
こ
の
よ
う
な
文
学
的
伝
統
に
繋
が
る
た
め
、
テ
ー
マ
選
択
が

一
三

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



「
考
へ
古
さ
れ
た
問
題
」
だ
と
い
う
同
時
代
評
価）
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が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
郎
は
「
四
年
振
り
に
、
何
等
の
成
功
も
せ
ず
、
何
等
の
誇
る
べ
き
名
誉
も
地

位
も
な
く
、
痩
せ
て
、
青
白
い
顔
を
し
て
、
羞
恥
と
悔
恨
と
に
頭
を
低
く
垂
れ
な

が
ら
故
郷
へ
帰
」
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
新
し
い
希
望

が
生
ま
れ
て
く
る
。
田
舎
に
帰
っ
て
、
毎
日
畑
仕
事
を
し
て
「
自
分
の
頽
廃
し
た

精
神
と
肉
体
と
の
健
康
を
恢
復
し
よ
う
」
と
思
う
。
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
自
叙
伝
か

ら
強
い
印
象
を
受
け
、
農
村
子
弟
の
教
師
に
な
っ
て
、
彼
ら
の
生
活
を
改
善
す
る

夢
も
見
る
。

自
分
の
仕
事
に
努
力
す
る
傍
ら
、
私
は
、
ま
た
、
だ
ん
だ
ん
疲
憊
し
て
行
く

村
の
振
興
発
展
の
為
に
も
尽
瘁
し
よ
う
。
東
京
に
ゐ
る
時
こ
そ
、
自
分
は
役

に
立
た
な
い
無
用
の
遊
蕩
児
に
過
ぎ
な
い
が
、
田
舎
へ
行
け
ば
、
私
の
努
力

に
待
つ
べ
き
仕
事
が
沢
山
あ
る
。

し
か
し
「
故
郷
の
魅
力
は
、
帰
る
と
間
も
な
く
消
え
失
せ
て
し
ま
」
い
、
自
分

の
体
力
、
経
験
、
そ
し
て
父
親
か
ら
の
支
援
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
畑

仕
事
や
教
育
活
動
を
実
際
に
や
っ
て
み
る
前
に
諦
め
て
し
ま
う
。
昔
の
小
学
校
の

校
長
先
生
に
教
員
を
頼
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
僕
は
品
行
方
正
な
人
間
で
も
、

勤
倹
貯
蓄
の
実
行
者
で
も
な
い
か
ら
、
他
人
を
指
導
し
た
り
、
教
育
し
た
り
す
る

資
格
を
持
た
な
い
」
と
考
え
、
仕
事
を
断
っ
て
し
ま
う
。
な
お
、
大
正
期
、
都
会

生
活
を
自
分
の
精
神
病
の
原
因
と
考
え
、
田
舎
を
理
想
化
す
る
が
、
想
像
の
中
の

田
舎
と
現
実
の
田
舎
の
相
違
に
失
望
す
る
主
人
公
が
登
場
す
る
文
学
作
品
は
他
に

も
あ
り
、
広
津
和
郎
の
「
神
経
病
時
代
」（『
中
央
公
論
』
大
正
六
年
一
〇
月
）
は

そ
の
典
型
的
な
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

結
局
一
郎
は
、
家
で
は
す
る
こ
と
が
な
く
、
考
え
す
ぎ
て
発
狂
し
そ
う
だ
と
思

う
よ
う
に
な
る
。

石
川
啄
木
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」（
明
治
四
三
年
一
二
月
執
筆
、『
啄
木
遺
稿
』

（
東
雲
堂
書
店
、
大
正
二
年
五
月
）
に
は
じ
め
て
収
録
。
引
用
は
『
石
川
啄
木
全

集
・
第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
に
よ
る
。）
は
「
日
本
に
は
今

「
遊
民
」
と
い
ふ
不
思
議
な
階
級
が
漸
次
其
数
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
今
や
ど
ん
な
僻

村
へ
行
つ
て
も
三
人
か
五
人
の
中
学
卒
業
者
が
ゐ
る
。
さ
う
し
て
彼
等
の
事
業
は
、

実
に
、
父
兄
の
財
産
を
食
ひ
減
す
事
と
無
駄
話
を
す
る
事
だ
け
で
あ
る
。」
と
述
べ

て
い
る
が
、
一
郎
は
こ
の
「
遊
民
」
の
生
活
を
一
切
楽
し
め
な
い
。
親
か
ら
具
体

的
に
何
を
言
わ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
恩
返
し
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
妄
想

が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
い
く
。〈
家
〉
を
「
死
人
の
霊
」
と
感
じ
、「
死
人
の

霊
に
捕
ま
つ
た
」
と
思
う
一
郎
は
「
背
負
わ
さ
れ
た
重
荷
」
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う

と
す
る
。

石
原
千
秋
は
夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
治
三
八
年

一
月
―
明
治
三
九
年
八
月
）
を
考
察
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

独
仙
の
説
で
は
、
さ
ら
に
、
神
経
衰
弱
は
「
自
由
」
や
「
個
性
」
と
引
き
換

え
に
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
病
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
神
経
衰
弱
を
「
文
明
の
病
」
と
言
う
時
、
社
会
と
個
人
と
の
軋
轢
が

引
き
起
こ
す
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
の
自
立
度
こ
そ
が
神
経
衰
弱
の
要
因
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）
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本
作
の
一
郎
の
場
合
も
、
ま
さ
に
こ
の
「
自
立
度
」
こ
そ
が
神
経
衰
弱
の
要
因

の
一
つ
と
解
釈
で
き
る
。
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
〈
家
〉
を
失
っ
た
近
代
人
の
一

郎
は
自
分
だ
け
の
力
で
は
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、「
不
死
の
霊
」
と
い

う
誰
よ
り
も
親
し
い
存
在
を
作
り
出
す
。
霊
に
対
し
て
一
郎
は
「
僕
は
命
令
者
が

ほ
し
い
。
そ
の
人
の
云
ふ
事
な
ら
、
否
で
も
応
で
も
従
は
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
、

と
云
ふ
や
う
な
支
配
者
が
欲
し
い
」
と
い
う
。

皮
肉
な
こ
と
に
「
死
人
」
や
「
あ
ら
ゆ
る
過
去
の
幽
霊
」
に
支
配
さ
れ
た
く
な

い
一
郎
は
「
不
死
の
霊
」
と
い
う
指
導
者
に
自
分
を
完
全
に
ゆ
だ
ね
る
。
感
情
の

な
い
、
目
に
見
え
る
も
の
し
か
信
じ
な
い
「
散
文
的
な
、
物
質
万
能
の
時
代
」
と

向
き
合
う
た
め
に
、
一
郎
は
、
妄
想
の
中
の
指
導
者
を
作
り
出
す
。

５
．
３
．
心
理
的
秩
序
に
対
す
る
疑
義

一
郎
は
自
分
の
精
神
が
「
無
為
と
憂
悶
と
の
中
に
委
縮
し
、
頽
廃
し
て
行
く
」

理
由
と
し
て
家
か
ら
解
放
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿

の
第
四
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
理
由
の
真
実
性
は
読
者
に
と
っ
て
ま
す
ま
す

疑
わ
し
く
な
っ
て
い
く
。
で
は
、
一
郎
を
狂
気
に
導
い
た
の
は
何
で
あ
ろ
う
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
本
作
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
原
因
の
曖
昧
さ
は
同
時
代
評
価
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
見
で
は
、
こ
の
曖
昧
さ
を
作
品
の
欠
点
だ
と
み

な
す
べ
き
で
は
な
い
。「
牢
屋
」
と
同
年
に
書
か
れ
た
芥
川
龍
之
介
の
「
疑
惑
」

（『
中
央
公
論
』
大
正
八
年
七
月
）
引
用
は
『
芥
川
全
集
・
第
四
巻
』（
岩
波
書
店
、

平
成
八
年
二
月
）
に
よ
る
）
の
主
人
公
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

私
を
狂
人
に
致
し
た
も
の
は
、
や
は
り
我
々
人
間
の
心
の
底
に
潜
ん
で
ゐ
る

怪
物
の
せ
い
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
。
そ
の
怪
物
が
居
り
ま
す
限
り
、
今

日
私
を
狂
人
と
嘲
笑
つ
て
ゐ
る
連
中
で
さ
へ
、
明
日
は
又
私
と
同
様
な
狂
人

に
な
ら
な
い
も
の
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

「
牢
屋
」
に
お
け
る
狂
気
の
機
能
の
一
つ
は
、
人
を
狂
気
に
追
い
遣
る
理
由
の
不

確
定
さ
を
描
く
こ
と
、
つ
ま
り
「
心
理
的
秩
序
に
対
す
る
疑
義
」 

で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

一
郎
の
精
神
的
破
綻
が
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
、
自
分
の
魂
は
自
分
か
ら
も
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
時
々
恐
ろ
し
い
怪
物
に
、
自
分
と
は
全
く
違

う
も
の
に
変
え
ら
れ
る
と
い
う
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

時
々
、
恐
ろ
し
い
統
御
す
べ
か
ら
ざ
る
怪
物
が
、
何
の
予
告
も
な
く
全
く
唐

突
に
、
私
の
意
識
の
面
へ
頭
を
擡
げ
る
。
さ
う
し
て
、
私
を
、
全
く
こ
れ
ま

で
の
私
と
異
な
つ
た
も
の
に
変
へ
て
し
ま
ふ
。
そ
れ
は
飢
餓
と
、
理
由
の
分

か
ら
な
い
憤
怒
と
、
復
讐
の
渇
望
と
破
戒
の
欲
求
と
に
鋭
い
牙
を
鳴
ら
し
て

ゐ
る
猛
獣
だ
、
絶
え
ず
自
分
を
監
禁
し
て
ゐ
る
檻
か
ら
脱
出
し
て
、
目
に
見

え
な
い
敵
に
向
つ
て
飛
び
掛
か
ら
う
と
し
て
、
狂
暴
を
逞
し
う
し
て
ゐ
る
猛

獣
だ
。
さ
う
し
て
、
私
の
弱
い
、
無
力
な
心
は
、
其
の
恐
ろ
し
い
形
相
を
見

て
戦
慄
す
る
。

　

私
は
早
晩
、
こ
の
猛
獣
が
、
こ
の
牙
と
爪
と
を
以
て
、
そ
の
檻
を
破
壊
し

て
し
ま
ひ
さ
う
な
心
地
が
す
る
。
さ
う
し
て
、
私
の
意
識
生
活
を
微
塵
に
粉

砕
し
て
し
ま
ひ
さ
う
な
心
地
が
す
る
。

　

さ
う
な
つ
た
が
最
後
、
私
は
、
も
う
万
事
休
す
る
の
だ
。
さ
う
し
て
、
自

一
五

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



分
以
上
の
狂
暴
な
不
可
抗
力
の
奴
隷
と
な
つ
て
、
そ
の
意
の
儘
に
翻
弄
さ
れ

る
の
だ
。

　

私
は
、
何
だ
か
そ
の
時
期
が
一
刻
一
刻
近
づ
き
つ
ゝ
あ
る
や
う
な
心
地
が

す
る
。
今
に
も
、
こ
の
恐
ろ
し
い
断
崖
が
、
私
の
足
元
に
あ
ら
は
れ
て
、
私

の
精
神
は
暗
い
深
淵
の
底
へ
吞
み
込
ま
れ
て
し
ま
ひ
さ
う
な
心
地
が
す
る
。

　

私
に
は
、
も
う
、
自
分
の
運
命
と
抗
争
す
る
力
が
な
い
。
自
分
の
暗
い
境

遇
か
ら
脱
却
す
る
勇
気
が
な
い
。

一
郎
は
意
識
外
の
、
人
間
に
は
未
知
の
力
に
よ
っ
て
自
己
の
同
一
性
を
失
う
。
こ

れ
を
現
在
の
読
者
が
読
む
と
、
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
フ
ロ
イ
ト
精
神
分
析
の
基
礎
的

概
念
の
「
無
意
識
」
で
あ
ろ
う
。
先
行
文
献）

34
（

に
よ
れ
ば
、
フ
ロ
イ
ト
へ
の
最
初
の

言
及
は
森
鷗
外
の
「
性
欲
雑
説
」（『
公
衆
医
事
』
明
治
三
五
年
一
一
月
〜
明
治
三

六
年
一
一
月
）
に
よ
る
が
、
フ
ロ
イ
ト
理
論
が
文
学
界
に
広
く
流
行
し
た
の
は
大

正
一
五
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
意
識
と
い
う
概
念
は
、
フ
ロ
イ
ト
精
神

分
析
の
日
本
登
場
の
前
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。

一
柳
廣
孝
『
無
意
識
と
い
う
物
語
』）

35
（

に
よ
れ
ば
「
無
意
識
」
の
存
在
を
日
本
に

最
初
に
知
ら
し
め
た
の
は
明
治
三
〇
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
催
眠
術
ブ
ー
ム
で

あ
っ
た
。
こ
の
催
眠
術
ブ
ー
ム
の
原
因
は
近
代
化
の
科
学
的
合
理
主
義
・
唯
物
論

に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
だ
っ
た
と
一
柳
は
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

催
眠
術
家
た
ち
は
、
肉
体
を
凌
駕
す
る
精
神
の
力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
彼

ら
の
主
張
は
や
が
て
、
我
々
の
内
面
に
存
在
す
る
と
い
う
力
が
ど
こ
に
秘
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
を
呼
び
覚
ま
す）

36
（

。

こ
の
、
人
間
の
身
体
に
未
知
の
力
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
観
念
は
、
精
神
分

析
が
流
行
す
る
以
前
か
ら
日
本
の
文
学
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
。
山
本
芳
明
は

萬
造
寺
の
「
牢
屋
」
を
「〈
異
常
心
理
も
の
〉
の
ブ
ー
ム
」
の
一
例
と
し
て
指
摘
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
正
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
、
こ
う
し
た
文
学
と
科
学

と
の
流
通
と
相
互
関
係
こ
そ
、
や
が
て
来
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
の
科
学
受

容
の
地
な
ら
し
に
な
り
、
そ
の
確
立
へ
と
導
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

37
（

。

山
本
が
こ
こ
で
い
う
「
や
が
て
来
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
」
は
お
そ
ら
く
小
林

洋
介
が
「
戦
間
期
」
と
呼
ん
で
い
る
時
期
で
あ
る
。「
戦
間
期
」
と
〈
無
意
識
〉
の

関
係
に
つ
い
て
小
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

戦
間
期
に
〈
心
身
〉
は
、
具
体
的
に
は
、〈
狂
気
〉
の
表
象
、
及
び
、〈
無
意

識
〉
を
中
心
と
し
た
深
層
心
理
の
表
象
と
い
う
形
で
、
小
説
の
主
調
と
な
っ

た）
38
（

。

小
林
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
意
識
や
理
性
を
重
視
し
た
近
代
合
理
主
義
へ
の

疑
念
と
個
人
心
理
の
内
的
合
理
性
へ
の
疑
義
が
日
本
に
広
が
っ
た
た
め
と
い
う
見

解
を
示
し
て
い
る
。

萬
造
寺
の
「
牢
屋
」
は
「〈
無
意
識
〉
を
中
心
と
し
た
深
層
心
理
の
表
象
」
と
ま

一
六

サ
ボ
ー
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
ナ



で
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
郎
が
ま
す
ま
す
「
自
分
以
上
の
狂
暴
な
不
可
抗

力
の
奴
隷
と
な
つ
て
、
そ
の
意
の
儘
に
翻
弄
さ
れ
る
」
と
い
う
過
程
が
描
か
れ
て

い
る
。
自
分
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
一
郎
の
無
意
識
か

ら
「
不
死
の
霊
」
と
い
う
新
し
い
命
令
者
が
生
ま
れ
て
く
る
。

一
郎
が
「
不
死
の
霊
」
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
夢
の
中
で
あ
る
。
フ
ロ
イ

ト
に
よ
れ
ば
、
夢
と
は
無
意
識
下
に
抑
圧
さ
れ
た
も
の
が
変
形
さ
れ
て
現
れ
る
場

所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
不
死
の
霊
」
の
存
在
は
夢
の
中

の
も
の
か
ら
妄
想
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
「
不
死
の
霊
」
に
つ
い
て
同
時
代

評
価
で
は
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

主
人
公
の
心
の
中
へ
も
う
一
つ
の
人
格
が
現
は
れ
て
来
て
、
そ
の
支
配
を
受

け
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
種
の
発
狂
者
の
心
理
過
程
と
し
て
は
、
如
何
に
も
自

然
で
あ
る
。
然
し
あ
の
第
二
人
格
（
？
）
と
主
人
公
と
の
相
接
触
し
て
ゐ
る

点
を
描
く
の
に
、
作
者
の
用
意
が
足
ら
な
か
つ
た
た
め
か
、
何
と
な
く
不
自

然
の
感
じ
を
起
さ
せ
る
。
怖
ら
く
あ
の
場
合
、
あ
の
第
二
人
格
と
の
折
衝
は
、

あ
の
狂
人
に
と
つ
て
は
極
め
て
自
然
な
、
何
の
不
思
議
も
な
い
現
象
な
の
で

あ
ら
う
。
そ
し
て
あ
の
狂
人
に
と
つ
て
は
、
確
か
に
一
個
の
実
在
で
あ
る
に

ち
が
ひ
な
い）

39
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こ
こ
で
言
う
「
第
二
人
格
」
と
い
う
表
現
は
、
お
そ
ら
く
竹
内
楠
三
が
ま
と
め

た
『
近
世
天
眼
通
実
験
研
究
』（
大
学
館
、
明
治
三
六
年
）
と
い
う
一
書
に
よ
っ
て

当
時
に
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
明
治
四
三
年
の
千
里
眼
事
件
に
よ
っ

て
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
書
で
は
「
第
二
人
格
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

近
年
に
至
つ
て
、
人
格
即
ち
我
は
必
ず
し
も
一
つ
と
限
る
も
の
で
は
な
く
、
二

つ
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
三
つ
あ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
ふ
事
実
が
発
見
さ
れ
た

﹇
…
﹈
而
し
て
第
二
、
第
三
人
格
が
現
は
れ
る
時
に
な
る
と
、
其
の
人
の
精
神

作
用
が
全
く
一
変
し
て
、
非
常
に
不
思
議
な
働
き
を
す
る
の
で
あ
る）

40
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一
郎
の
場
合
も
精
神
作
用
が
全
く
一
変
し
て
、
自
分
は
無
限
な
力
を
持
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。「
自
分
の
牢
屋
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
じ
、「
不

死
の
霊
」
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
父
親
が
大
切
に
保
存
し
て
い
た
祖
先
の
肖
像
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
「
遺
物
」
を
斧
で
壊
し
て
し
ま
う
。

６
．「
牢
屋
」
に
お
け
る
過
渡
的
な
狂
気
観
に
つ
い
て

小
林
洋
介
は
『〈
狂
気
〉
と
〈
無
意
識
〉
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
で
戦
間
期
と
そ
れ
以

前
の
文
学
に
お
け
る
〈
狂
気
〉
の
相
違
を
強
調
し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
「
十
年

も
時
代
が
ず
れ
て
い
る
と
酷
評
さ
れ
た
ほ
ど
、
古
い
時
代
の
浪
漫
主
義
を
信
奉
し
、

実
に
純
粋
で
あ
っ
た
」）

41
（

と
言
わ
れ
た
萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
は
、
文
学
に
お
け
る

狂
気
表
象
の
戦
間
期
的
特
徴
と
そ
れ
以
前
の
特
徴
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
本
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
小
林
が
明
治
期
の
〈
狂
気
〉
の
表
象
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
の
は
「
鋭

敏
な
感
性
と
、
そ
の
感
情
の
持
ち
主
が
辿
っ
た
人
生
の
悲
劇
と
を
象
徴
す
る
文
化

的
記
号
と
し
て
作
用
」）

42
（

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
萬
造
寺

一
七

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



の
作
品
の
特
徴
と
し
て
、
語
り
手
が
極
端
に
感
情
的
な
言
語
を
使
っ
て
、
自
分
自

身
の
異
常
心
理
に
頻
繁
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
点
は
同
時
代

評
価
で
「
価
値
の
な
い
感
想
が
、
無
暗
に
誇
張
さ
れ
て
書
き
並
べ
て
あ
る
」）

43
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と
批

判
さ
れ
た
。
小
林
の
議
論
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
鋭
敏
な
感
性
」
は
「
牢

屋
」
に
お
け
る
狂
気
観
の
明
治
的
な
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

「
鋭
敏
な
感
性
」
の
ほ
か
に
も
、
本
作
の
終
わ
り
方
も
明
治
期
的
な
特
徴
を
見
せ

て
い
る
。
小
林
が
参
照
し
た
峯
村
至
津
子
「『
う
つ
せ
み
』
の
狂
気
―
同
時
代
小
説

の
中
の
一
葉
文
学
」
に
よ
る
と
明
治
期
小
説
の
「
描
か
れ
た
狂
気
の
例
を
見
る
と
、

ま
ず
、
物
語
の
結
末
で
、
登
場
人
物
の
悲
劇
的
運
命
の
象
徴
と
し
て
、
発
狂
が
描

か
れ
て
い
る
と
い
う
型

パ
タ
ー
ン

が
あ
る
」）

44
（

。「
牢
屋
」
の
主
人
公
が
作
品
の
最
後
に
完
全

に
発
狂
し
て
、
父
親
が
大
事
に
保
存
し
て
い
た
祖
先
の
肖
像
な
ど
を
斧
で
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
受
け
取
れ
る
。
一
郎
の
最
終
的
な
悲
劇
は

〈
家
〉
と
い
う
牢
屋
か
ら
逃
げ
ら
れ
て
も
、〈
狂
気
〉
と
い
う
牢
屋
か
ら
は
逃
げ
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
、
小
林
は
明
治
期
の
小
説
の
場
合
、「
狂
気
に
至
る
原
因
と
し
て
は
や
や

リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
る
」）

45
（

と
い
う
特
徴
を
挙
げ
、「「
明
治
期
に
〈
狂
気
〉
が
担
っ

て
い
た
、
感
受
性
の
鋭
さ
を
示
す
記
号
と
い
う
機
能
は
、
大
正
期
に
は
脳
病
・
神

経
病
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
」）

46
（

と
述
べ
て
い
る
。「
牢
屋
」
の
場
合
は
、

狂
気
の
「
感
受
性
の
鋭
さ
を
示
す
記
号
と
い
う
機
能
」
は
、
脳
病
・
神
経
病
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
一
郎
の
狂
気
は
医
学
的
な
疾
患
と
し
て
は
描
か

れ
て
お
ら
ず
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
一
郎
が
発
狂
し
た
理
由
が
充
分
に
書
か
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
同
時
代
評
価
で
も
指
摘
さ
れ
た
。

で
は
、「
牢
屋
」
の
戦
間
期
的
な
特
徴
と
し
て
何
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
人
間
の
心
の
底
に
潜
ん
で
い
る
未
知
の
力
、〈
無
意
識
〉
と
い
う
非
理
性

を
扱
う
点
は
「
牢
屋
」
の
戦
間
期
な
特
徴
だ
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
前
章
で

詳
し
く
論
じ
た
。

次
に
戦
間
期
の
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
作
の
〈
語
り
〉
で
あ
る
。

「
牢
屋
」
は
、
小
林
が
明
治
期
小
説
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い
る
〈
健
常
者
〉（
つ

ま
り
正
気
の
語
り
手
）
に
よ
る
三
人
称
語
り
で
は
な
く
、〈
狂
人
〉
自
身
の
一
人
称

語
り
と
な
っ
て
い
る
。
小
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

戦
間
期
は
、
知
識
層
の
意
識
の
中
で
〈
狂
気
〉
と
〈
健
常
〉
と
の
限
界
が
溶

解
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
日
本
人
が
、
他
者
で
は
な
く
自
己
に
内
在
す

る
〈
狂
気
〉
を
見
出
す
よ
う
促
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た）

47
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こ
の
結
果
と
し
て
戦
間
期
に
は
一
人
称
の
〈
狂
人
語
り
小
説
〉
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
の
〈
狂
人
日
記
〉
も
、
中
村
古
峡
が
創
刊
し
た
『
変
態
心
理
』
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
流
行
し
て
い
た
。

続
い
て
「
牢
屋
」
の
戦
間
期
的
特
徴
を
考
え
る
と
、
前
章
で
詳
し
く
紹
介
し
た

よ
う
に
、
小
林
が
戦
間
期
の
〈
狂
気
〉
の
二
つ
の
特
徴
と
し
て
示
し
た
「
心
理
的

秩
序
に
対
す
る
疑
義
」
と
「
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
反
逆
」
を
「
牢
屋
」
に
は
同

時
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
牢
屋
」
に
お
け
る
「
社
会
的
秩
序
に

対
す
る
反
逆
」
に
も
過
渡
的
な
面
が
あ
る
。
戦
間
期
の
場
合
は
、
小
林
の
言
う
「
社

会
的
秩
序
に
対
す
る
反
逆
」
は
主
に
「
そ
れ
以
前
の
近
代
芸
術
や
近
代
社
会
が
有

し
て
い
た
秩
序
を
破
壊
し
よ
う
と
」）

48
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す
る
と
い
う
意
味
で
の
反
逆
を
示
し
て
い
る
。

萬
造
寺
の
作
品
で
も
、「
散
文
的
な
、
物
質
万
能
の
時
代
」
の
中
、
居
場
所
を
見
つ

一
八

サ
ボ
ー
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
ナ



け
ら
れ
な
い
近
代
人
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
郎
が
主
に
反
逆
し
て
い
る
の
は
当

時
の
近
代
社
会
の
状
況
で
は
な
く
、
自
分
で
封
建
的
と
感
じ
た
〈
家
制
度
〉
で
あ

る
。
一
郎
が
現
代
社
会
を
批
判
し
て
も
、
そ
れ
は
自
分
の
妄
想
中
の
「
不
死
の
霊
」

に
一
点
ず
つ
反
論
さ
れ
る
。

小
林
は
「
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
反
逆
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
正
文
学
に
お
け
る
神
経
病
患
者
た
ち
は
、
感
受
性
の
鋭
さ
ゆ
え
に
社
会
に

適
応
で
き
ず
、
社
会
か
ら
心
理
的
な
圧
迫
を
受
け
る
〈
受
難
者
〉
の
イ
メ
ー

ジ
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
広
津
和
郎
「
神
経
病
時
代
」
に
端
的
に

表
れ
て
い
る
よ
う
な
、〈
受
難
と
し
て
の
精
神
病
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ

の
後
の
文
学
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
精
神

病
時
代
」
の
定
吉
は
社
会
的
秩
序
か
ら
の
圧
迫
を
感
じ
て
は
い
る
が
、
周
囲

の
人
間
の
側
が
彼
を
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
認
識
し
て
い
る
様

子
は
見
て
取
れ
な
い）
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。

こ
こ
で
言
う
「
社
会
的
秩
序
か
ら
の
圧
迫
を
感
じ
て
は
い
る
が
、
周
囲
の
人
間

の
側
が
彼
を
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
認
識
し
て
い
る
様
子
は
見
て
取

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
一
郎
に
も
当
て
は
ま
る
。

鍵
本
優
は
『「
近
代
的
自
我
」
の
社
会
学
』）

50
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で
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
、
社
会
批
判
的
意
識
を
持
っ
た
作
家
の
一
部
に
は
「
自
分
の
解
体
へ
の
願
望
」

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
自
分
の
解
体
へ
の
願
望
は
、
明
治
期
の
知
的
青
年
層
に
み

ら
れ
る
「
煩
悶
」
と
は
違
う
。
二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』（
明
治
二
〇
年
）
の
主

人
公
・
内
海
三
文
の
苦
悩
を
は
じ
め
と
し
て
、
煩
悶
は
明
治
期
の
知
的
青
年

の
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。
だ
が
内
海
も
知
的
青
年
の
多
く
も
ひ
た
す
ら
苦
悶

す
る
の
み
だ
っ
た）
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一
郎
が
ひ
た
す
ら
「
煩
悶
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
批
判
さ
れ
た
点
で
あ

る
。
こ
の
点
で
は
一
郎
は
典
型
的
に
明
治
期
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
大
正
期
に
か
け
て
の
「
自
分
の
解
体
へ
の
願
望
」
を
一
郎
の
場
合
は
見

て
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。

鍵
本
は
「
自
分
の
解
体
へ
の
願
望
」
の
例
の
一
つ
と
し
て
石
川
啄
木
の
『
病
室

よ
り
』（
明
治
四
五
年
一
月
一
九
日
執
筆
、『
石
川
啄
木
全
集
・
第
四
巻
』（
改
造
社
、

昭
和
四
年
一
月
）
に
は
じ
め
て
収
録
。
引
用
は
『
石
川
啄
木
全
集
・
第
四
巻
』（
筑

摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
に
よ
る
。）
の
次
の
引
用
を
挙
げ
て
い
る
。

破
壊
！　

自
分
の
周
囲
の
一
切
の
因
襲
と
習
慣
と
の
破
壊
！　

私
が
こ
れ
を

企
て
ゝ
か
ら
も
う
何
年
に
な
る
だ
ら
う
。
全
く
何
も
彼
も
破
壊
し
て
、
自
分

自
身
の
新
し
い
生
活
を
始
め
よ
う
！
﹇
…
﹈
た
う
と
う
私
は
、
他
の
一
切
の

も
の
を
破
壊
す
る
代
り
に
、
病
み
衰
へ
た
自
分
の
躯
を
ひ
と
思
ひ
に
破
壊
す

る
事
に
ま
で
考
へ
及
ん
だ
。
私
の
苦
し
い
考
へ
事
は
い
つ
で
も
其
処
へ
来
て

結
末
に
な
る
。
私
は
い
つ
も
の
通
り
の
浮
か
ぬ
顏
を
し
て
、
も
ぞ
く
さ
と
床

を
這
ひ
出
し
た
。

「
牢
屋
」
の
主
人
公
は
「
自
分
の
周
囲
の
一
切
の
因
襲
と
習
慣
と
の
破
壊
！
」
と

一
九

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



い
う
気
分
に
な
っ
て
、
父
親
が
大
切
に
保
存
し
て
い
た
祖
先
の
肖
像
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
「
遺
物
」
を
実
際
に
壊
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
一
郎
の
場
合
、
啄
木
と
は
異

な
り
、
破
壊
衝
動
が
「
病
み
衰
へ
た
自
分
の
躯
を
ひ
と
思
ひ
に
破
壊
す
る
事
」
す

な
わ
ち
「
自
分
の
解
体
へ
の
願
望
」
に
ま
で
至
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
プ
ロ
ッ
ト
で
は
な
く
、
作
品
全
体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
一
郎
の
運
命
を

考
え
る
と
、
小
林
が
言
う
「
近
代
社
会
の
秩
序
に
対
す
る
反
逆
」
も
、
鍵
本
が
言

う
「
自
分
の
解
体
」
も
見
て
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
家
〉
と
い
う
伝
統
で
も
、
当
時
の
近
代
社
会
で
も
よ
り
ど
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ

な
い
近
代
人
の
一
郎
は
、
正
気
を
失
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
自
分
の
解
体
」
に
よ
っ

て
し
か
自
由
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
解
釈
も
で
き
よ
う
。

７
．
結
論

以
上
、
萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
―
―
発
狂
し
た
青
年
の
手
記
」
に
お
け
る
〈
狂
気
〉

の
表
象
と
機
能
の
分
析
を
試
み
た
上
で
、
本
作
に
お
け
る
狂
気
観
の
過
渡
性
に
つ

い
て
も
論
じ
て
き
た
。

狂
気
の
表
象
に
関
し
て
、
ま
ず
目
立
っ
た
の
は
、
そ
の
時
代
に
特
有
の
強
い
感

情
性
で
あ
っ
た
。
親
と
そ
の
〈
家
〉
に
含
ま
れ
て
い
る
す
べ
て
の
祖
先
（「
死
人
」）

に
「
背
負
わ
さ
れ
た
重
荷
」
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
す
る
青
年
の
煩
悶
や
苦
闘
は

強
い
情
熱
に
充
ち
溢
れ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
読
者
が
作
品
を
読
み
進

め
る
に
つ
れ
て
、
語
り
手
へ
の
信
頼
を
ま
す
ま
す
失
っ
て
い
く
こ
と
も
本
作
の
狂

気
の
表
象
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
語
り
手
の
一
郎
は
自
分
の
異
常
心
理
の

原
因
と
し
て
〈
家
〉
に
よ
る
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、

そ
の
重
圧
は
本
当
に
彼
が
言
う
ほ
ど
強
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
神
経
衰
弱
は

彼
の
性
格
か
ら
由
来
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
読
者
に
浮
か
び
上
が
る
。

続
い
て
、
狂
気
の
機
能
と
し
て
は
、
小
林
洋
介）
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が
戦
間
期
の
文
学
的
な
特
徴
と

し
て
述
べ
て
い
る
「
心
理
的
秩
序
に
対
す
る
疑
義
」
と
「
社
会
的
秩
序
に
対
す
る

反
逆
」
の
両
方
が
本
作
に
現
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。

「
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
反
逆
」
は
主
に
保
守
的
な
〈
家
制
度
〉
に
対
す
る
も
の

だ
が
、
一
郎
を
通
し
て
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
〈
家
〉
を
失
っ
た
近
代
人
の
道

探
し
が
描
か
れ
て
い
る
。
自
立
で
き
な
い
「
遊
民
」
や
、
立
身
出
世
の
た
め
に
大

都
会
で
学
業
を
修
め
よ
う
と
す
る
青
年
の
悩
み
は
、
文
学
に
お
い
て
明
治
末
期
か

ら
頻
繁
に
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
萬
造
寺
の
「
牢
屋
」
の
場
合
、「
無

為
と
憂
悶
と
の
中
に
委
縮
し
、
頽
廃
し
て
行
く
」
一
郎
の
精
神
は
、
一
人
称
で
、
一

郎
の
立
場
か
ら
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
新
鮮
さ
が
あ
る
。（
勿
論
、
当
時
文
壇
を
席

巻
し
て
い
た
自
然
主
義
文
学
に
も
一
人
称
語
り
が
使
わ
れ
た
が
、
感
情
的
で
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
性
の
高
い
萬
造
寺
の
書
き
方
は
、
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。）

結
局
、
自
分
の
力
で
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
一
郎
の
無
意
識
か
ら
「
不
死
の

霊
」
と
い
う
命
令
者
が
生
ま
れ
、
彼
を
狂
気
に
導
く
。

本
作
に
お
け
る
狂
気
の
機
能
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
こ
の
〈
無
意
識
〉
と
い

う
〈
非
理
性
〉
に
よ
る
「
心
理
的
秩
序
に
対
す
る
疑
義
」
で
あ
る
。
一
郎
は
自
分

以
上
の
不
可
抗
力
に
襲
わ
れ
、「
自
身
以
外
の
狂
暴
な
或
物
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
小
林
は
、
こ
の
よ
う
な
、
心
理
の
内
的
合
理
性
へ
の
疑
義
を
戦

間
期
の
心
的
態
度
の
特
徴
と
し
て
示
し
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
意
識
や
理
性
を
重

視
し
た
近
代
合
理
主
義
へ
の
疑
念
を
挙
げ
て
い
る
。
一
郎
は
こ
の
人
間
に
は
未
知

の
力
に
よ
っ
て
自
己
の
同
一
性
を
失
い
、
第
二
人
格
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
「
不

二
〇

サ
ボ
ー
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
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死
の
霊
」
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
祖
先
の
肖
像
な
ど
を
破
壊
す
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、「
近
代
的
自
我
と
は
、
自
己
の
意
志
を
貫
い
て
主
体
的
に
生

き
よ
う
と
す
る
人
間
、
近
代
的
な
個
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
人
間
が
抱
え
込
ん
で
し

ま
っ
た
内
面
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、
封
建
的
な
家
に
反
発

す
る
人
物
の
な
か
に
見
出
さ
れ
て
き
た
」）
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。

〈
家
〉
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
失
っ
た
近
代
人
の
一
郎
は
、〈
無
意
識
〉
に
よ
っ

て
自
分
の
主
体
性
も
失
い
、〈
家
〉
と
い
う
牢
屋
か
ら
〈
狂
気
〉
と
い
う
牢
屋
に

入
っ
て
し
ま
う
。

本
稿
の
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
の
批
判
に
は
「﹇
テ
ー
マ
選
択
は
﹈
考

へ
古
さ
れ
た
問
題
」
で
あ
り
、「
凡
て
が
常
識
的
で
あ
る
」）
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と
い
う
の
も
あ
れ
ば
、

本
作
を
一
九
一
〇
年
代
の
新
進
作
家
た
ち
の
「
犯
罪
・
変
態
性
欲
な
ど
を
題
材
と

し
た
〈
異
常
心
理
も
の
〉
の
ブ
ー
ム
」
の
作
品
の
一
つ
と
し
て
示
す
意
見）
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も
あ
る
。

本
稿
の
第
六
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
本
作
の
狂
気
観
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
過

渡
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
萬
造
寺
齊
は
時
代
遅
れ
の
、
古
め
か
し
い
浪

漫
主
義
者
と
も
批
評
さ
れ
た
作
家
で
あ
る
も
の
の
、
本
作
は
狂
気
の
明
治
期
と
大

正
期
、
戦
間
期
的
特
徴
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
〈
狂
気
〉
の
文
学
的
表

象
を
理
解
す
る
点
で
興
味
深
い
一
例
だ
と
思
わ
れ
る
。

注＊
﹇ 

﹈
は
稿
者
に
よ
る
省
略
と
補
足
を
示
す

（
1
） 

 

生
方
智
子
『
精
神
分
析
以
前
―
―
無
意
識
の
日
本
近
代
文
学
』（
翰
林
書
房
、
平
成

二
一
年
、
九
頁
）

（
2
） 

 

吉
田
精
一
『
現
代
日
本
文
学
史
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
八
年
、
六
〇
頁
）

（
3
） 

 

江
口
渙
「
文
藝
時
評
」（『
雄
弁
』
大
正
八
年
五
月
）

（
4
） 

 

田
中
純
「
創
作
列
評
（
五
）」（『
読
売
新
聞
』
大
正
八
年
四
月
一
六
日
）

（
5
） 
 

山
本
芳
明
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
前
夜
、
文
学
と
科
学
が
出
会
う
と
き
―
―
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

分
析
の
試
み
」（『
日
本
近
代
文
学
』 

五
七
号
、
平
成
九
年
一
〇
月
、
二
八
頁
）

（
6
） 

 「
作
家
紹
介
」
は　

浜
崎
美
景
「
萬
造
寺
斉
年
譜
」（『
森
鷗
外
周
辺
』
文
泉
堂
書
店
、

昭
五
一
年
五
月
）・
西
章
、
河
野
啓
一
「
萬
造
寺
齊
年
譜
」（『
萬
造
寺
齊
研
究
会
報
・

別
冊
』
万
造
寺
斉
研
究
会
事
務
局
、
平
八
年
三
月
）・
濱
田
幸
男
「
万
造
寺
齊
の
文

学
」（『
熊
本
音
楽
短
期
大
学
紀
要
』 

九
号
、
昭
六
〇
年
）・「
孤
高
の
歌
人　

萬
造
寺

齊
」（『
広
報
い
ち
き
串
木
野
』
七
月
号
、
平
成
二
九
年
七
月
）
に
よ
る

（
7
） 

 

堀
口
大
学
「
萬
造
寺
齊
を
思
う
」（『
万
造
寺
斉
作
品
抄
』 

万
造
寺
斉
歌
碑
建
設
委
員

会
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
、
二
頁
）

（
8
） 

 

佐
藤
春
夫
「「
萬
造
寺
齊
君
の
第
一
歌
集
『
憧
憬
と
漂
泊
』
を
推
薦
し
て
」、（『
萬
造

寺
斉
選
集
』
第
一
巻
、
謙
光
社
、
昭
和
三
九
年
五
月
、
五
頁
）

（
9
） 

 「
対
談
・
ス
バ
ル
時
代
」（『
文
芸
』
一
三
巻
五
号
、
昭
和
三
一
年
四
月
、
二
一
八
―

二
一
九
頁
）

（
10
） 

 

濱
田
幸
男
「
万
造
寺
齊
の
文
学
」（『
熊
本
音
楽
短
期
大
学
紀
要
』
九
号
、
昭
六
〇
年

三
月
、
一
頁
）

（
11
） 

 

同
注
四

（
12
） 

 

本
間
久
雄
「
月
評
特
別
号
だ
け
（
五
）」（『
時
事
新
報
』
大
正
八
年
四
月
一
五
日
）

（
13
） 

 

細
田
源
吉
「
一
瞥
し
た
四
月
の
作
品
」（『
文
章
世
界
』
一
四
巻
五
号
、
大
正
八
年
五

月
）

（
14
） 

 

中
村
星
湖
「
四
月
の
小
説
」（『
太
陽
』
二
十
五
巻
五
号
、
大
正
八
年
五
月
）

（
15
） 

 

菊
池
寛
「
四
月
の
文
壇
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
八
年
四
月
三
日
、
四
日
）

（
16
） 

 
同
注
一
三

（
17
） 
同
注
四

（
18
） 

 

同
注
一
五

（
19
） 

 

同
注
四

二
一

萬
造
寺
齊
の
「
牢
屋
」
に
お
け
る
〈
近
代
的
自
我
〉
と
〈
狂
気
〉



（
20
） 

 

同
注
一
四

（
21
） 

 

同
注
三　

（
22
） 
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s A

n
glistik

 u
n

d
 A

m
erik

an
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A
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 P
ica
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a

d
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en
, N

a
ifs, a

n
d

 C
low

n
s - T

h
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U
n

reliable F
irst-person

 N
arrator, U

n
iversity of O

klah
om

a P
ress, 

1981. 

（
23
） 

 

同
注
三

（
24
） 

 

同
注
一
二

（
25
） 

 

同
注
三

（
26
） 

 

寺
田
透
「
大
岡
昇
平
論
」（『
群
像
』
九
（
十
）
号
、 

昭
和
二
九
年
九
月
、
一
五
二
頁
）

（
27
） 

 

小
林
洋
介
『〈
狂
気
〉
と
〈
無
意
識
〉
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
―
戦
間
期
文
学
の
一
断
面
』

（
笠
間
書
院
、
平
成
二
五
年
、
一
〇
八
頁
）

（
28
） 

 

同
注
一

（
29
） 

 

瀬
沼
茂
樹
『
近
代
日
本
の
文
学
』（
社
会
思
想
研
究
会
出
版
部
、
昭
和
三
四
年
、
一

四
五
頁
）

（
30
） 

 

川
村
邦
光
「
脳
病
の
神
話
：〝
脳
化
〞
社
会
の
来
歴
」（『
日
本
文
学
』
四
五
巻
一
一

号
、
平
成
八
年
一
一
月
）

（
31
） 

 

同
前
、
一
八
頁

（
32
） 

 

同
注
四

（
33
） 

 

石
原
千
秋
『
漱
石
の
記
号
学
』（
講
談
社 

、
平
成
一
一
年
、
一
五
八
頁
）

（
34
） 

 

小
林
洋
介
（
注
二
七
）
と
一
柳
廣
孝
（
注
三
五
）
は
次
の
文
献
に
言
及
し
て
い
る
。

曾
根
博
義
「
フ
ロ
イ
ト
受
容
の
地
層
―
大
正
期
の
「
無
意
識
」
―
」（『
遡
河
』
十
九

号
、
昭
和
六
一
年
三
月
）・
新
田
篤
「
森
鴎
外
に
よ
る
フ
ロ
イ
ト
の
神
経
症
論
へ
の

言
及
」（『
精
神
医
学
史
研
究
』
一
三
号
二
巻
号
、
平
成
二
一
年
十
月
）・
安
齊
順
子

「
日
本
へ
の
精
神
分
析
の
導
入
と
丸
井
清
泰
―
―
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
医

学
部
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
中
心
に
」（『
心
理
学
史
・
心
理
学
論
』
二
号
、
平
成
一
二

年
一
〇
月
）

（
35
） 

 

一
柳
廣
孝
『
無
意
識
と
い
う
物
語
―
近
代
日
本
と
「
心
」
の
行
方
』（
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
平
成
二
六
年
）

（
36
） 
 

同
前
、
三
頁 

（
37
） 

 

同
注
五
、
三
四
頁

（
38
） 

 

同
注
二
七
、
七
頁

（
39
） 

 

同
注
三

（
40
） 

 

竹
内
楠
三
『
近
世
天
眼
通
実
験
研
究
』（
大
学
館
、
明
治
三
六
年
、
八
〜
九
頁
）

（
41
） 

 

同
注
一
〇

（
42
） 

 

同
注
二
七
、
五
五
頁

（
43
） 

 

同
注
四

（
44
） 

 

峯
村
至
津
子
「『
う
つ
せ
み
』
の
狂
気
―
同
時
代
小
説
の
中
の
一
葉
文
学
」（『
国
語

国
文
』
六
六
巻
一
一
号
、
平
成
九
年
一
一
月
、
一
一
頁
）

（
45
） 

 

同
注
二
七
、
五
五
頁

（
46
） 

 

同
前
、
五
七
頁

（
47
） 

 

同
前
、
二
頁

（
48
） 

 

同
前
、
四
八
頁

（
49
） 

 

同
前
、
五
七
頁

（
50
） 

 

鍵
本
優
『「
近
代
的
自
我
」
の
社
会
学
：
大
杉
栄
・
辻
潤
・
正
宗
白
鳥
と
大
正
期
』

（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
平
成
二
九
年
）

（
51
） 

 

同
前
、
七
頁

（
52
） 

 

同
注
二
七

（
53
） 

 

同
注
一

（
54
） 

 

同
注
四

（
55
） 

 
同
注
五

二
二

サ
ボ
ー
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
ナ




